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センター長あいさつ 

 

2026 年 4 月より、先端膜工学研究センター長を拝命いたしました。私は

2016 年度よりセンター構成員としてガス分離・ガスバリア膜研究部門に所

属し、膜工学に関する研究・教育に携わるとともに、2025 年度には副セン

ター長を務め、このたび松山秀人 前センター長よりその職を引き継ぐこと

となりました。 

 

松山前センター長のリーダーシップのもと、本センターは膜工学分野に

おける世界トップレベルの研究拠点として発展を遂げるとともに、産学官

連携や国際共同研究を積極的に推進し、その活動領域を着実に広げてまい

りました。これまで築かれてきた膜工学研究の基盤と成果を受け継ぎ、さ

らなる発展に向けて取り組んでまいります。 

 

現在、本センターは、水処理膜研究部門、ガス分離・ガスバリア膜研究部門、機能性薄膜研究部門、

膜合成バイオプロセス研究部門、国際共同研究推進部門および膜技術社会実装部門の 6 部門が互いに連

携し、基礎から応用まで幅広い膜工学研究を推進しています。また、2025 年度末現在、アジア・オセア

ニア・欧米の 19の海外研究機関と学術協定を締結し、国際共同研究や研究者交流を継続するとともに、

毎年開催する膜国際ワークショップ（International Workshop on Membrane in Kobe：iWMK）を通じて、膜

工学分野における国際的な研究交流と人材育成を推進しています。 

 

さらに、一般社団法人先端膜工学研究推進機構との連携のもと、産学官連携を積極的に推進するとと

もに、経済産業省「J-Innovation HUB 地域オープンイノベーション拠点選抜制度（国際展開型）」や「地

域の中核大学等のインキュベーション・産学融合拠点の整備（大学等向け）に係る補助事業（J イノプ

ラ 2）」の採択を契機として、共同研究や研究成果の社会実装を一層加速させてまいりました。2024 年 9
月には「バイオメディカルメンブレン研究・オープンイノベーション拠点（BMO）棟」が竣工し、バイ

オメディカル分野への研究展開と産学連携のさらなる強化を進めています。 

 

近年、カーボンニュートラルの実現、資源・エネルギー問題への対応、安全・安心な水環境の確保、

さらには医療・ライフサイエンス分野への応用など、膜工学への社会的期待はますます高まっています。

本センターでは、多様な学術分野との融合研究をさらに発展させるとともに、産学官・国際連携をさら

に発展させ、社会課題の解決に貢献する膜工学研究を推進してまいります。 

 

本報告書では、2025 年度における先端膜工学研究センターの教育・研究活動、産学官連携、国際交流

などの取り組みについて紹介しております。本センターの活動をご理解いただく一助となれば幸いです。 

 

今後とも、皆様のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

2026 年 7 月 

神戸大学先端膜工学研究センター 

センター長 吉岡 朋久
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本報告書について 

この年次報告書は２０２5 年度（２０２5 年 4 月 1 日から 2026 年 3 月 31 日まで）の神戸大学 

先端膜工学研究センターおよび構成員の活動成果をまとめたものです。 



2 

  組 織 概 要 

 

 神戸大学先端膜工学研究センターは、工・科学技術イノベーション・理・農・

海事科学の各学域/研究科と連携し、複数の分野の研究者が密接な協力体

制を組むことにより、分野融合型の研究を行っております。 

 6 つの部門（水処理膜研究部門、ガス分離・ガスバリア膜研究部門、機能

性薄膜研究部門、膜合成バイオプロセス研究部門、国際共同研究推進部

門、膜技術社会実装部門）を配し、各部門間の連携・協力あるいは融合によ

り、部門の枠組みを超えて組織されています。 

2026 年度の膜センターの体制は以下のとおりです 

 

■ センター構成員 （2026 年度） 

 【水処理膜研究部門】 

 

大西  洋 教授 

 

 

理学研究科 化学専攻 
 

井原 一高 教授 
 

農学研究科 

食料共生システム学専攻 

松山 秀人 特命教授 先端膜工学研究センター 吉田 弦 助教 農学研究科 

食料共生システム学専攻 

Kecheng GUAN 助教 先端膜工学研究センター 松岡 淳 助教 先端膜工学研究センター 

Zhaohuan MAI 特命准教授 先端膜工学研究センター Mengyang HU 特命助教 先端膜工学研究センター 

 
 【ガス分離・ガスバリア膜研究部門】 

 

蔵岡 孝治 教授 

 

 

海事科学研究科 海事科学専攻 

 

吉岡 朋久 教授 

 

先端膜工学研究センター 

科学技術イノベーション研究科 

先端膜工学分野 

 

持田 智行 教授 
 

理学研究科 化学専攻 
 

神尾 英治 教授 
 

先端膜工学研究センター 

 

市橋 祐一 准教授 
 

工学研究科 応用化学専攻 

  

 
 【機能性薄膜研究部門】 

 

舟橋 正浩  教授 

 

工学研究科 応用化学専攻 
 

南 秀人 教授 
 

工学研究科 応用化学専攻 

菰田 悦之 准教授 工学研究科 応用化学専攻 堀家 匠平 准教授 環境保全推進センター 

工学研究科 応用化学専攻 

部門長

部門長

部門長

センター長

副センター長
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鈴木 登代子 助教 工学研究科 応用化学専攻 秋山 吾篤 助教 工学研究科 応用化学専攻 

小柴 康子 助手 工学研究科 応用化学専攻   

 【膜合成バイオプロセス研究部門】 
 

丸山 達生 教授 

  

 

工学研究科 応用化学専攻 
 

岡野 健太郎 教授 

 

工学研究科 応用化学専攻 

中川 敬三 教授 科学技術イノベーション研究科 

先端膜工学分野 

山口 渉 准教授 工学研究科 応用化学専攻 

森田 健太 助教 工学研究科 応用化学専攻 馮 宇軒 助教 工学研究科 応用化学専攻 

前田 悠希 助教 工学研究科 応用化学専攻 塩見 尚史 特命教授 先端膜工学研究センター 

荻野 千秋 教授 工学研究科 応用化学専攻 森  敦紀 客員教授 先端膜工学研究センター 

 

 
 【国際共同研究推進部門】 

 

熊谷 和夫 特命教授 

 

先端膜工学研究センター 

 

岡本 泰直 特命助教 
 

先端膜工学研究センター 

Erda DENG 特命助教 先端膜工学研究センター Yongxuan SHI 特命助教 先端膜工学研究センター 

Xueru YAN 特命助教 先端膜工学研究センター Xiao XU 特命助教 先端膜工学研究センター 

Ting HE 特命助教 先端膜工学研究センター Xiaowei ZHU 特命助教 先端膜工学研究センター 

 
 【膜技術社会実装部門】 

 

北河 享 特命教授 

  

 

科学技術イノベーション研究科 

先端膜工学分野 

 

中塚 修志 客員教授 

 

先端膜工学研究センター 

 

Yuqing LIN 特命准教授 先端膜工学研究センター Pengfei ZHANG 

特命助教 

先端膜工学研究センター 

 

  

部門長

部門長

部門長
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  20２5 年度をふり返って 

■ 発表会・講演会の開催 
 7 月 30 日 第 7 回先端膜工学研究センター成果発表会 （参加者 116 名） 

 2025 年 7 月 30 日（水）、本学瀧川記念学術交流会館 2 階大会議室において、第 7 回先端膜工学研究センター成果

発表会を開催しました。今回は対面開催に加え、会場の様子を Zoom で配信し、オンラインでも学内外の皆様にご

参加いただきました。 

 成果発表会では、松山秀人センター長の挨拶に続き、センターの 4 研究部門（水処理膜研究部門、ガス分離・ガ

スバリア膜研究部門、膜合成バイオプロセス研究部門、機能性薄膜研究部門）から 8 件の研究成果が発表されると

ともに、国際共同研究推進部門および膜技術社会実装部門より活動報告ならびに今後の活動計画が紹介されました。 

質疑応答では、専門分野の垣根を越えた活発な議論が交わされ、異なる視点から研究の方向性や展開について考察

する有意義な機会となりました。 

当日は、会場参加 54 名、オンライン参加 62 名の計 116 名が参加し、センターの研究成果や今後の取組について活

発な情報共有と意見交換が行われました。 

 

 １１月 13 日～14 日  膜国際ワークショップ The International Workshop of Membrane in Kobe 

2025（iWMK2025） （参加者 165 名うちオンライン参加 29 名） 

 2025 年 11 月 13 日（木）～14 日（金）の 2 日間、本学百年記念館六甲ホールにおいて、第 11 回目となる「The 

International Workshop on Membrane in Kobe 2025（iWMK2025）」を開催しました。 

 本ワークショップには、海外 16 研究機関から 52 名が参加し、国内参加者を含めると会場には 136 名が集い、オ

ンライン参加者 29名を合わせて計 165名が参加しました。参加研究機関の増加を受け、2日間にわたり 18件の研究

発表を実施し、膜工学分野における最新の研究成果や研究動向について活発な情報共有と議論が行われました。 

 初日は、当センターと学術協定を締結している海外研究機関および神戸大学による研究発表 8 件に加え、アブド

ラ王立科学技術大学（KAUST）の Suzana Nunes 教授による特別招待講演「Membrane Design with Nano and Sub-nano 

Selectivity」（オンライン）を実施しました。また、学生ポスターセッションでは、神戸大学を含む 11 機関から 25

名の学生が研究成果を発表し、参加者による投票により優秀発表者 5 名を表彰しました。発表者・参加者を問わず

活発な質疑応答や意見交換が行われ、学生にとっても研究交流を深める貴重な機会となりました。 

 2 日目には、参加研究機関の代表者 23 名によるコンソーシアム会議を開催し、国際共同研究プロジェクトの新規

提案や今後の展開、若手研究者・学生の交流促進について協議しました。その後、神戸大学を含む 10研究機関によ

る研究発表を行いました。さらに、2 日目の昼休憩には山口誓子記念館の茶室において海外研究者を対象とした茶

の湯体験を実施し、日本文化への理解を深める交流の機会を設けました。 

 本ワークショップは、世界各国の研究者・学生が最新の研究成果を共有するとともに、国際共同研究や人材交流

を促進する重要な場となりました。また、本学の若手研究者や学生にとっても、世界の膜工学研究の最前線に触れ、

今後の研究活動への視野を広げる有意義な機会となりました。 

第 7 回成果発表会発表中の様子 
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 4 月 3 日 Prof. Zhiping Lai （アブドラ王立科学技術大学 (KAUST)） 特別講演会 （参加者６８名） 

2025年 4月 3日（木）、本学工学研究科 C4-201にて、Zhiping Lai教授による

特別講演会を開催しました。講演会は対面と Zoomによるオンラインのハイブ

リッド形式で実施し、現地 48 名、オンライン 20 名の計 68 名が参加しまし

た。 

・講演会情報・ 

 講演タイトル：High-performance Membranes: From Conceptual Design to 

Membrane Preparation and Applications 

 講師：Prof. Zhiping Lai (Center of Excellence for Renewable Energy and Storage 

Technologies, Division of Physical Science and Engineering, King Abdullah University of Science and Technology (KAUST), 

Saudi Arabia) 

Zhiping Lai 教授は、ゼオライト膜および金属有機構造体（MOF）膜の研究において著名な研究者であり、とくに

MOF膜研究のパイオニアとして国際的に高く評価されています。また松山秀人教授とは長年の交流があり、これま

でに多くの国際共著論文を発表されています。 

講演では、膜分離プロセスによるエネルギー削減の意義に加え、高性能膜実現に向けた材料設計・作製手法から

産業応用までが体系的に紹介されました。講演会では、海外の大学や学外企業からも 17名が参加し、世界の産業界

における膜技術の最新動向や産業応用への関心の高さがうかがえました。また質疑応答では、膜材料の構造制御や

実用化に関する活発な議論が交わされ、参加者にとって世界最先端の研究動向への理解を深める貴重な機会となり

ました 

 7 月 11 日 Prof. Gongping Liu & Prof. Zhenyu Chu （南京工業大学） 特別講演会 （参加者 74 名） 

2025 年 7 月 11 日（金）、神戸大学工学研究科 C3-302 にて、南京工業大

学の Gongping Liu 教授および Zhenyu Chu 教授による特別講演会を開催し

ました。本講演会は現地開催に加え、Zoom によるオンライン配信を併用

して実施され、講演会は対面と Zoom によるオンラインのハイブリッド形

式で実施し、現地 53 名、オンライン 21 名の計 74 名が参加しました。 

・講演会情報・ 

講演タイトル：Creating membranes with ordered subnanometer channels for 

molecular separation 

講師：Prof. Gongping Liu (College of Chemical Engineering, Nanjing Tech 

University, China) 

講演タイトル：Separation-sensing membrane for dynamic blood sieving and testing in clinical surgery and emergency 

講師：Prof. Zhenyu Chu (College of Chemical Engineering, Nanjing Tech University, China) 

講演では、エネルギー・環境分野から医療分野に至るまで、膜技術の最先端研究とその社会実装に関する幅広い

話題が提供されました。両教授による講演は、基礎研究から実用化、さらには国際共同研究の成果に至るまでを含

む内容であり、参加者にとって膜工学分野の今後の展開を考える上で大変有意義な機会となりました。 

また、両教授は、当センターと南京工業大学が日本学術振興会と中国国家自然科学基金委員会による二国間交流

事業を通じて推進してきた国際共同研究の主要メンバーでもあります。本講演会は、これまでの共同研究の成果を

（左）研究発表中 M. Duke 教授の様子、（中）海外参加者との集合写真、（右）茶の湯体験の様子 

特別講演会の様子 

講演会後、集合写真 
左 2 番目から LIU 教授、松山教授、CHU 教授、 

他センター教員 



6 

共有するとともに、両機関の継続的な学術交流と今後の国際共同研究のさらなる発展につながる機会となりました。 

 8 月 5 日 Prof. Fang Li （東華大学） 特別講演会 （参加者 52 名） 

2025 年 8 月 5 日（火）、神戸大学工学研究科大会議室 D1-201～203 にて、東

華大学の Fang Li 教授による特別講演会を行いました。講演会は対面と Zoom

によるオンラインのハイブリッド形式で実施し、現地 37 名、オンライン 15

名の計 52 名が参加しました。 

・講演会情報・ 

講演タイトル：Membranes with functionalized nanomaterials: To maximizing the 

permeability and selectivity 

講師：Prof. Fang Li（東華大学環境学院 副院長 / 国家繊維産業汚染防止環境

保護工学センター 所長） 

Fang Li 教授は、低コストな排水再生を目的とした膜分離プロセスや、水浄化技術のための先端材料開発を専門

とされており、中国において複数の国家レベルの水環境研究プロジェクトの研究代表者を務められています。 

講演では、機能化ナノ材料を活用した高性能膜の設計に関する最新の研究成果が紹介され、透過性と選択性のト

レードオフを克服するためのアプローチについて、活発な議論が行われました。 

また今年度、同教授の指導を受ける博士課程学生が、ナノチャネル膜に関する研究を目的として松山研究室にお

いて 1 年間の共同研究を実施しております。本講演会は、学術的な情報共有に加え、両大学間の国際共同研究およ

び人材交流をさらに促進する機会となりました。 

 9 月 26 日 膜工学秋季講演会、膜工学サロン （参加者 176 名） 

 2025 年 9 月 26 日（金）、一般社団法人先端膜工学研究推進機構（膜機構）との共催により、膜工学秋季講演会を

神戸大学大学院工学研究科 C3-302 において開催しました。講演会は、現地開催と Zoom によるオンラインライブ配

信を組み合わせたハイブリッド形式で実施し、現地 124 名、オンライン 52 名の計 176 名が参加しました。 

 講演会は、松山センター長による先端膜工学研究推進機構の活動報告および挨拶で始まり、続く講演会では、産

官学より 4 件の講演を行いました。 

「官」からは、文部科学省科学技術･学術政策局産業連携･地域振興課拠点形成･地域振興室長 平野博紀氏より「文

部科学省における産学連携施策の概要」、「産」からは、膜機構会員企業の旭化成株式会社 膜水処理事業部 三上大

助氏より「膜法 WFI (water for injection)製造に向けた取り組み・展望」、「学」からは２件、工学院大学先進工学部環

境化学科 教授 高羽洋充氏より「ポリマーと水のシミュレーション～RO 膜の透過モデルの観点から～」、岐阜大学

工学部化学生命工学科 教授 沓水祥一氏には「サモートロピック双連続キュービック液晶相の室温形成と粘着特性」

と題し、ご講演いただきました。平野氏および三上氏はオンラインにて、高羽氏および沓水氏からは現地にてご講

演いただきました。 

 講演終了後には膜工学サロンを開催し、13 のテーマごとに少人数のグループに分かれて意見交換を行いました。

産学官の立場を超えた活発な議論が展開され、新たな連携や研究の可能性について理解を深める有意義な交流の場

となりました。  

講演会後、歓談中 

工学院大学 高羽洋充教授 岐阜大学 沓水祥一教授 秋季講演会会場の様子 
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 2026 年 3 月 23 日 膜工学春季講演会、膜工学サロン （参加者 135 名） 

 2026年 3月 23日（月）、膜機構との共催により、膜工学春季講演会を神戸大学工学研究科 C3-302において開催し

ました。講演会は現地開催とオンラインライブ配信を組み合わせたハイブリッド形式で実施し、現地 86名、オンラ

イン 49 名の計 135 名が参加しました。 

 講演会では、松山センター長よる 2025 年度の活動報告に始まり、続いて国土交通省 上下水道審議官グループ 大

臣官房参事官 水橋正典氏より「下水道行政の最近の動向について」と題して、再生 RO 膜の性能評価法や ISO 規格

に基づくグレード分類と用途別再利用の動向について、オンラインにて講演いただきました。続いて、関西大学 宮

田隆志 教授より「医療･環境･エネルギー分野への応用を目指したスマート膜材料の設計」、サイエンスコスペシャ

ルティポリマーズジャパン株式会社技術開発部 小森谷北斗 氏より「PEEK（Poly Ether Ether Keton）を用いた膜の開

発および用途探索」をテーマにご講演いただきました。  

講演会後には、11 のグループに分かれて膜工学サロンを開催し、様々なアプローチによる膜工学のテーマについ

て発表と討論を行いました。 

サロン後は、工学部生協食堂 AMEC3 にて学生ポスター発表を行いました。ポスター発表は、膜センター教員の

指導学生 20 名が研究成果を発表し、参加者による投票の結果、特に優秀と認められた上位 7 名を表彰しました。 

 

■ 膜技術の社会実装にむけた啓もう活動 

 当センター膜技術社会実装部門の活動として、膜機構において Membrane Business & Technology Academy（MBTA）

講座や特定テーマフォーラムを開催し、膜技術の研究開発や社会実装、事業展開に関する幅広いテーマについて情

報提供や意見交換を行うことで、膜技術分野における知識の共有と新たな技術・事業展開の促進を図っています。 

詳細は、膜技術社会実装部門報告ページに掲載しております。 

 

■ 当センター保有機器の外部利用 

 当センターでは、本学内および膜機構会員を対象に保有機器の一部を共同利用に供し、研究活動を支援していま

す。以下に、2025 年度の利用実績を示します。 

○ 利用件数  
学内 9 件 
学外 115 件（17 社） 
合計 124 件 

 

 

 

○ 利用装置  
リキッドポロメーター 24 件 
ガス透過性能評価装置 15 件 
LC-OCD 13 件 
固液界面解析装置 12 件 
その他 60 件 

  

（左）春季講演会講演の様子、（中）膜工学サロン A の様子、（右）優秀ポスター賞受賞者 
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  各部門の研究成果と活動 

 

【水処理膜研究部門】 

 

１． 構成員 

     部門長  教 授   大西 洋  （理学研究科化学専攻） 

            教 授   井原一高  （農学研究科食料共生システム学専攻） 

            教 授   松山秀人  （先端膜工学研究センター） 

                 助 教   吉田 弦  （農学研究科食料共生システム学専攻） 

            助 教   松岡 淳  （先端膜工学研究センター） 

            助 教   Kecheng Guan（先端膜工学研究センター） 

                 特命助教  Zhaohuan Mai（先端膜工学研究センター） 

                 特命助教  Mengyang Hu（先端膜工学研究センター） 

 

２． 研究の概要と今年度の研究成果 

 水処理を目的とした分離膜は、水道水を浄化する中空糸膜、海水を淡水化する逆浸透膜、工業廃水をろ過

する分離膜など様々な形で産業化され、我々の生活に役立っている。この背景のもと、水処理膜研究部門で

は、水処理膜の高機能化に必要な知的基盤の構築と、その成果を社会実装へつなげる研究を推進している。

本年度は以下のテーマを中心に研究を実施した。 

 

➀ 液体—氷界面の分子イメージング 

 氷はさまざまな分子性結晶の中で、私たちにもっとも関係深い物質であり、サイエンスとエンジニアリン

グにおけるその重要性は計り知れない。ゆえに、氷が外界と接する表面の構造と機能を分子論的に理解する

研究が世界中で活発におこなわれている。私たちの生存環境において氷はしばしば水中に存在し、大気中に

存在する場合には薄い水膜で覆われている。そのため、水と氷が接する界面の分子レベルでの計測が氷を理

解するために不可欠である。しかし氷点温度を厳密に維持しても、相平衡にある水－氷界面の位置は変動す

る。位置が変動する界面の分子レベル計測、特に原子間力顕微鏡（AFM）による分子イメージングは困難で

ある。そこで、本研究では氷との界面が氷点下でも保持される不凍液（有機溶媒）に着目した。不凍液中に

浸漬した氷表面の形状を精密に計測するために AFM 装置全体を冷却する設備を整備し、氷点下温度で不凍液

–氷界面を安定に計測評価するノウハウを収集した。 

② 酪農廃水の資源化をめざす分離技術開発 

 高濃度有機物を含む酪農廃水の資源化を目指して、メタン発酵による再生可能エネルギーの創成と資源循

環について研究を行っている。特に小型メタン発酵装置の社会実装を目標に酪農場で実証試験を実施した。

さらに、酪農廃水などの液体バイオマスを対象とした嫌気性 MBR の開発について研究を行った。また、畜産

廃水から排出される抗生物質のような生物難分解性物質を対象とし、磁気力による選択分離や電気化学反応

による無害化について研究した。さらに、牛乳を含む酪農廃水の環境負荷削減の観点から、界面活性剤に頼

らない乳タンパク質の洗浄性向上に関する研究を実施し、洗浄時の消費エネルギー削減について検討を行っ

た。 
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③ 架橋性部位を有する固有微多孔性高分子を用いた新規薄膜作製手法の開発 

固有微多孔性高分子 (Polymers of Intrinsic Microporosity, PIMs) は、剛直かつ折れ曲がった構造を有する高分

子である。これらの高分子は自由体積分率が高く、高透過性を有する膜材料として期待されている。ガス分

離の分野においては、既に高性能な PIM 膜が報告されており、近年は、溶液中での分離系への応用も検討さ

れている。しかしながら、溶液中においては、膨潤や構造緩和が起こりやすいという課題も報告されている。

近年、PIM に架橋構造を導入することによって、構造の安定性を向上させることが可能であると報告された。

一方で、これらの架橋 PIM は溶媒に溶解しないために加工性が低く、薄膜形成は困難であるという問題も残

されている。そこで本研究では、架橋 PIM の容易な薄層形成を可能とする新規な製膜手法を提案することを

目的とする。 

 本研究では、液液界面にて重縮合反応を行うことで薄膜形成が可能なポリアミド膜に着想を得て、架橋部

位を導入した架橋性 PIM と架橋剤とを液液界面で反応させて、架橋 PIM 薄膜の形成を行う。代表的な PIM で

ある PIM-1 は種々の官能基に変換可能なニトリル基を有しており、ニトリル基を酸クロライドへと変換し、

架橋点を有する架橋性 PIM を合成可能である。また、PIM-1 はトルエンやクロロホルムなどいくつかの有機

溶媒に溶解する。そこで、水と混和しない有機溶媒に架橋性 PIM を溶解させ、ジアミンなどの架橋剤を溶解

させた水溶液と接触させる。すると、水-有機溶媒界面でアミンと架橋性 PIM-1 の酸クロライドとのアミド形

成反応により架橋構造が形成され、架橋 PIM 薄膜が作製可能と期待される。 

架橋剤として polyethyleneimine (PEI)を水に溶解させ、架橋性 PIM のトルエン溶液と接触させることで PIM 薄

膜を作製した。その結果、製膜条件を適切に設定することで、図 1の電子顕微鏡写真に示すような 30 nm程度

の超薄膜を作製することに成功した。作製した架橋 PIM 膜について、ポリエチレングリコールを用いて水溶

液中における分画性能を評価したところ、分画分子量はおおよそ 800 程度であり、ナノろ過膜程度の分画性

能を有することが確認された。さらに、作製した架橋 PIM 薄膜の溶媒耐性について、未架橋 PIM との比較を

行った。未架橋 PIM-1 膜と架橋 PIM膜とを tetrahydrofuran (THF) に浸漬させ、溶解試験を行ったところ、PIM-

1 膜は即座に THF に溶解したが、架橋 PIM 膜は 24 h 以上

THF への溶解が確認されなかった。従って、架橋 PIM 膜

は、従来の PIM-1 に比べて優位に溶媒耐性に優れることが

示された。 

以上のように、本研究では架橋性 PIM と架橋剤を液液界面

において架橋させることで 30 nm 程度の非常に薄い、安定

な PIM 薄膜を形成可能な新規製膜手法を開発した。この薄

膜形成手法は、PIMs を用いた膜開発において従来困難であ

った、溶液中で安定な薄膜を簡便に作製することを可能と

する手法と考えられる。従って、PIMs を用いた膜の溶液系

への応用を推し進めるための、今後の研究に資する基礎的

な技術となると期待される。 

④ 一価・二価イオンの高選択分離を実現するナノろ過膜の開発 

リチウム資源回収や高塩濃度排水処理では、Li+/Mg2+やCl-/SO4
2-などの一価・二価イオンを高効率に分離す

る技術が求められている。しかし、従来のナノろ過（NF）膜は膜表面電荷に依存したドナン排除効果によっ

て分離を行うため、陽イオン系または陰イオン系のいずれか一方に対してのみ高い選択性を示すことが一般

的であった。本研究では、両イオン性共重合体を用いた二次界面重合法により、表面電荷を中性付近に保っ

たポリアミド NF 膜を開発した。その結果、膜表面電荷の影響を低減し、サイズ排除効果が支配的となること

で、イオンの符号に依存しない一価・二価イオン分離を実現した。開発した膜は、Li+/Mg2+および Cl-/SO4
2-の

両系に対して高い選択性を示すとともに、高い透水性能も維持した。さらに、模擬塩湖かん水を用いた二段

図 1 作製した架橋 PIM 薄膜複合膜の走査型 
電子顕微鏡画像 
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ナノろ過試験では、Mg2+を効率的に除去しながら Li+を選択的に濃縮できることを実証した。本成果は、リチ

ウム資源回収や資源循環プロセスに利用される高性能イオン分離膜の新たな設計指針を示すものである。ま

た、本成果は Advanced Functional Materials 誌に掲載され、一価・二価イオンの高選択分離に向けた新たな膜

設計概念として、今後のナノろ過膜開発への展開が期待される。 

 

３． 研究業績 

① 投稿論文 
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2. H. Uratani, H. Onishi, Quantum-Chemical Molecular Dynamics Study of Polaron Formation in Perovskite NaTaO3 as a Water-
Splitting Photocatalyst, Physical Chemistry Chemical Physics, 27, 14748–14753 (2025) 

3. Z. Lu, R. Yanagisawa, S. Moriguchi, T. Ueda, K. Nakamoto, T. Minato, H. Onishi, Frequency-Modulation AFM in Sub-Zero 
Antifreeze Liquid, Japanese Journal of Applied Physics, 64, 05SP05 (2025) 

4. M. Yanagi, J. Casanova-Cháfer, T. Hara, Y. H. Chew, T. Yoshida, H. Onishi, C. Bittencourt, N. Ichikuni, Calcination-Driven 
Co4+ Incorporation in Hydrothermally Synthesized NaTaO3, Chemistry Letters, 54(4), upaf053 (2025) 

5. I. Ihara, H. Tokuda, J.K. Schueller, I.M.A. Mohamed, Y. Sakamoto, K. Toyoda, K. Umetsu, H. Yamaguchi, Surface Roughness 
and Cleanability: Evaluating the Impact of Magnetic Abrasive Finishing on Dairy Equipment, Journal of Food Process 
Engineering, 48(4), e70106 (2025) 

6. J. You, M. Farghali, G. Yoshida, H. Yamamoto, M. Iwasaki, K. Shimizu, H. Maseda, F.J. Andriamanohiarisoamanana, I. Ihara, 
Biochar-assisted control of antibiotic-resistant bacteria and methane yield optimization in two-stage anaerobic digestion under 
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7. K. Ueno, G. Yoshida, M.R.F Farghali, M. Iwasaki, D. Hassan, I. Ihara, Bamboo biochar boosts methane production and 
ammonia tolerance via syntrophic microbial pathways in semi-continuous anaerobic digestion, Biochemical Engineering 
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8. M. Miyahara, G. Yoshida, M.R.F Farghali, M. Iwasaki, I. Ihara, Effect of Bamboo Biochar on Process Performance and 
Microbial Community Composition in Continuous Anaerobic Digestion of Liquid Dairy Biomass, Journal of Water and 
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recovery, and net energy gain with bamboo biochar under dynamic dairy waste loading, Biomass and Bioenergy, 209, 108935 
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Challenges, 23, 101446 (2026) 

12. Y. Okamoto, H. Morishita, A. Matsuoka, R. R Gonzales, S. Hasegawa, G. Yoshida, K. Kumagai, E. Kamio, T. Kitagawa, T. 
Yoshioka, Selective concentration of sewage by forward osmosis for methane fermentation, Journal of Water Process 
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13. A. Matsuoka, K. Kobayashi, E. Kamio, T. Yoshioka, K. Nakagawa, Y. Okamoto, H. Matsuyama, Effect of molecular weight 
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in foulants on fouling behavior of fluorine-containing polyamide membrane in hexane solution, Journal of Membrane 
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15. Aiwen Zhang, Kecheng Guan, Shaochong Cao, Zhan Li, Liheng Dai, Mengyang Hu, Pengfei Zhang, Xueru Yan, Yanyan Liu, 
Jie Shen, Hideto Matsuyama, Interfacial polymerization regulated by self-assembled monomer complexes for organic solvent 
reverse osmosis membranes, Journal of Membrane Science, 741, 125108 (2026) 

16. Jiadi Ying, Zhen Cui, Lei Tu, Tiancun Liu, Song Lu, Qi Shen, Min Guo, Yeqing Wang, Zhen Yang, Minfeng Zeng, Zhixin 
Yu, Xingzhong Cao, Yuqing Lin, Polymers with intrinsic microporosity engineered via acid-base pairs for highly selective 
lithium-ion transport channels, Journal of Membrane Science, 741, 125059 (2026) 
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Malaysia, August 19- 21 (2025) 

40. Kecheng GUAN, Hideto MATSUYAMA, Thin film composite polyamide membranes for solvent reverse osmosis, 2025 
International Symposium on Advanced Membrane Materials and Separation Technologies (AMMST-2025), Ningbo Institute 
of Materials Technology and Engineering, Chinese Academy of Sciences (NIMTE, CAS), October 10- 13 (2025) 

41. Aiwen ZHANG, Kecheng GUAN, Hideto MATSUYAMA, Polar pore surface of polyamide membranes enabling efficient 
solvent mixture separation, 2025 International Symposium on Advanced Membrane Materials and Separation Technologies 
(AMMST-2025), Ningbo Institute of Materials Technology and Engineering, Chinese Academy of Sciences (NIMTE, CAS), 
October 10- 13 (2025) 

42. Feidong YANG, Yanyan LIU, Hideto MATSUYAMA, Zwitterionic triethanolamine-grafted nanofiltration membranes for 
sustainable antibiotic recovery, 2025 International Symposium on Advanced Membrane Materials and Separation 
Technologies (AMMST-2025), Ningbo Institute of Materials Technology and Engineering, Chinese Academy of Sciences 
(NIMTE, CAS), October 10- 13 (2025) 

43. Kecheng GUAN, Hideto MATSUYAMA, Polyamide Membranes for Efficient Solvent Mixture Separation, 12th International 
Membrane Science & Technology Conference (IMSTEC2025), Gold Coast, Australia, December 8- 11 (2025) 

44. Zhaohuan MAI, Tomohisa YOSHIOKA, Hideto MATSUYAMA, Sub-nanoscale “water fingers” during interfacial 
polymerization for membrane fabrication, 12th International Membrane Science & Technology Conference (IMSTEC2025), 
Gold Coast, Australia, December 8- 11 (2025) 

45. Pengfei ZHANG, Hideto MATSUYAMA, Engineering multiple re-entrant superhydrophobic structure on PVDF membrane 
surface for robust anti-wetting membrane distillation, 12th International Membrane Science & Technology Conference 
(IMSTEC2025), Gold Coast, Australia, December 8- 11 (2025) 

 

（2） 国内会議発表論文 

1. 森本流星, 浦谷浩輝, 大西 洋, 佐藤啓文, SrドープNaTaO3光触媒におけるキャリア伝導と水分解活性向上機構に関
する理論研究, 研究会「凝縮系の理論化学」, 沖縄, 3月11-12日(2026) 

2. 坂田秋津, コンタクト AFM による横振り摩擦の検出, 第7回FM-AFM研究報告会, 京都, 12月8日 (2025) 

3. 大西 洋, 半導体光触媒による酸素生成反応:マイクロ電極計測と酸素拡散シミュレーションの融合, 電気化学会北
陸支部秋季大会, 富山, 11月13-14日 (2025)【招待講演】 

4. A. Sakata, S. Moriguchi, H. Onishi, Palmitic Acid Adsorption on TiO2(110) Submerged in Liquid Hexadecane, 2025年日本
真空表面科学学術講演会, 茨城, 10月20-22日 (2025) 

5. 宮本陸人, 西城尚輝, 大西 洋, NaTaO3光触媒による水酸化反応のATR-IR測定, 第136回触媒討論会, 宮城, 9月17-19日 
(2025) 

6. 西城尚輝, 平田海斗, 高橋康史, 大西 洋, タンタル酸ナトリウム光触媒による水分解反応のマイクロ電極計測を用い
た速度論解析, 第136回触媒討論会, 宮城, 9月17-19日 (2025) 

7. 遠藤加奈子, 平田海斗, 高橋康史, 大西 洋, タンタル酸カリウムによる溶存酸素消費反応の結晶面依存性, 第136回触
媒討論会, 宮城, 9月17-19日 (2025) 

8. 釼菱葉月, 平田海斗, 高橋康史, 久富隆史, 西山 洋, 堂免一成, 大西 洋, チタン酸ストロンチウム光触媒による酸素生
成反応の速度論解析, 第136回触媒討論会, 宮城, 9月17-19日 (2025) 

9. 森本流星, 浦谷浩輝, 大西 洋, 佐藤啓文, NaTaO3水分解光触媒のSrドーパント濃度勾配による活性向上と電子構造
に関する理論的考察, 第19回分子科学討論会, 広島, 9月9-12日 (2025) 
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10. 大西 洋, 半導体光触媒による水分解反応：どうしてそんなに収率が高いのか？, 日本学術会議公開シンポジウム
「カーボンニュートラルに向けた水素の多面的な利活用～第1回 水素を作る～」, 東京, 8月1日 (2025) 【招待講演】 

11. 大西 洋, 非水液体中での原子間力顕微鏡（AFM）計測, 埼玉大学での講演会, 埼玉, 6月10日 (2025) 【招待講演】 

12. 坂田秋津, 原子間力顕微鏡を用いた潤滑油－固体界面の計測評価, 分子研研究会「トライボロジーの分子科学」, 
愛知, 4月7-8日 (2025) 【招待講演】 

13. 大西 洋, 表面科学研究者から見たトライボロジー, 分子研研究会「トライボロジーの分子科学」, 愛知, 4月7-8日 
(2025) 【招待講演】 

14. 山本英里, You Jingyi, 吉田 弦, 岩崎匡洋, Farghali Mohamed, 井原一高, メタン発酵による乳牛糞尿に含有する動物用
抗菌剤の分解手法の検討, 2025年度農業施設学会大会, 福島大学, 2025年9月4日-6日 

15. 平陽人, 吉田 弦, 本多健, 大山憲二, 渡邊優子, 井原一高, 固液分離による前処理が肉牛ふん尿のメタン発酵に及ぼす
影響, 2025年度農業施設学会大会, 福島大学, 2025年9月4日-6日 

16. 木邨聡志, 吉田 弦, 井原一高, 弓削太郎, 小型メタン発酵装置からの少量バイオガスの熱エネルギー変換とオンサイ
ト利用, 第83回農業食料工学会年次大会, 三重大学, 2025年9月11日-13日 

17. 植松伊央利, 吉田弦, 浅岡聡, 井原一高, メタン発酵消化液ペレットの栄養塩溶出挙動および微細藻類増殖特性の評
価, 第83回農業食料工学会年次大会, 三重大学, 2025年9月11日-13日 

18. 川上舞子, 吉田 弦, 井原一高, Israa Mohamed, Mohamed Farghali, John Schueller, 山口ひとみ, 乳製品加工機器洗浄プ
ロセスにおける汚れ脱離挙動のモデリングとCO₂排出削減, 第83回農業食料工学会年次大会,  三重大学, 2025年9月
11日-13日 

19. 吉田 弦, 上野和隆, Mohamed Farghali, 岩崎匡洋, 酒井保藏, 井原一高, メタン発酵におけるアンモニア阻害緩和のた
めの磁気分離を利用した電子伝達物質の保持, 第83回農業食料工学会年次大会, 三重大学,  2025年9月11日-13日 

20. 戸和大輔, 木邨聡志, Mohamed Farghali, 岩崎匡洋, 吉田 弦, 井原一高, 弓削太郎, 液体酪農バイオマスを対象とする小
型メタン発酵装置における熱収支解析, 第83回農業食料工学会年次大会, 三重大学, 2025年9月11日-13日 

21. 松本和也, 吉田 弦, 矢吹芳教, 井原一高, 電気化学的手法による廃棄物処分場に含有するPFOAの分解と脱フッ素化, 
第28回日本水環境学会シンポジウム, 富山県立大学, 2025年9月17日-19日 

22. 吉田 弦, 池崎章人, 岡本泰直, 井上大介, 菅原章秀, 井原一高, バイオプラスチック原料生産のため嫌気性MBRを利
用した下水汚泥の酸発酵, 第36回廃棄物資源循環学会研究発表会, 名古屋大学, 2025年9月17日-19日 

23. 梶村星七, 吉田 弦, 井原一高, ネオジム永久磁石磁気分離プロセスにおける滞留時間と磁性フィルタ充填率の影響, 
2025年度秋季第110回低温工学・超電導学会研究発表会, エブノ泉の森ホール, 2025年12月9日-6日 

24. 安野優希, 吉田 弦, 井原一高, 小型メタン発酵装置のためのプロセスモニタリングに関する基礎検討, 2026年農業施
設学会 学生・若手研究発表会, 岐阜大学, 2026年2月21日 

25. 池崎章人, 吉田 弦, 井原一高, 岡本泰直, 菅原章秀, 井上大介, 酸発酵型AnMBRを利用した下水汚泥からのバイオプ
ラスチック原料生産, 2026年農業施設学会 学生・若手研究発表会, 岐阜大学, 2026年2月21日 

26. 出崎広人, 吉田 弦, Mohamed Farghali, 井原一高, メタン発酵消化液に含有するVFAを利用した微細藻類の連続培養, 
2026年農業施設学会 学生・若手研究発表会, 岐阜大学, 2026年2月21日 

27. 渡邊晃汰, 吉田 弦, 水野友理, 緒方文彦, 植松勇伍, 川崎直人, Mohamed Farghali, 岩崎匡洋, 井原一高, 磁性バイオ炭を
用いたメタン発酵におけるアンモニア阻害の緩和, 2026年農業施設学会 学生・若手研究発表会, 岐阜大学, 2026年2
月21日 

28. 川上舞子, 新垣佳歩, 吉田 弦, 井原一高, Israa Mohamed, Mohamed Farghali, John Schueller, 山口ひとみ, 乳製品加工機
器洗浄における汚れ脱離挙動のモデリングとCO2排出低減, 2026年農業施設学会 学生・若手研究発表会, 岐阜大学, 
2026年2月21日 

29. 渡邊晃汰, 吉田 弦, 緒方文彦, Mohamed Farghali, 岩崎匡洋, 井原一高, 磁性バイオ炭を利用した嫌気性消化における
アンモニア阻害の緩和, 第155回関西農業食料工学会例会, 神戸大学, 2026年3月3日 

30. 青木湧也, 戸和大輔, 木邨聡志, Mohamed Farghali, 岩崎匡洋, 吉田 弦, 井原一高, 弓削太郎, 乳牛ふん尿液分を用いた
小型メタン発酵装置によるバイオ液肥製造の基礎検討, 第155回関西農業食料工学会例会,  神戸大学, 2026年3月3日 

31. 池崎章人, 吉田 弦, 井原一高, 岡本泰直, 菅原章秀, 井上大介, バイオプラスチック原料生産のためのAnMBRによる
下水汚泥の酸発酵, 第155回関西農業食料工学会例会, 神戸大学, 2026年3月3日 

32. 出崎広人, 吉田 弦, Mohamed Farghali, 井原一高, メタン発酵消化液を用いた微細藻類培養における含有VFAの影響, 
第155回関西農業食料工学会例会, 神戸大学, 2026年3月3日 

33. 守田結花, 井原一高, 吉田 弦, 岩崎匡洋, Mohamed Farghali, 板山朋聡, 清水和哉, 間世田英明, 界面活性剤が乳牛ふん
尿に残留する薬剤耐性菌に与える影響, 第155回関西農業食料工学会例会, 神戸大学, 2026年3月3日 

34. 長谷川俊, 吉田 弦, 井原一高, 酪農廃水浄化のための電気化学的手法による抗生物質分解プロセスの高効率化, 第
155回関西農業食料工学会例会, 神戸大学, 2026年3月3日 

35. 山科日和, 新垣佳歩, 吉田 弦, 井原一高, Israa Mohamed, Mohamed Farghali, John Schueller, 山口ひとみ, ナノスケール
超平滑化表面を用いた難脱離性乳成分の洗浄プロセスにおけるCO2排出削減, 第155回関西農業食料工学会例会, 神
戸大学, 2026年3月3日 

36. 戸和大輔, 木邨聡志, Mohamed Farghali, 岩崎匡洋, 吉田 弦, 井原一高, 弓削太郎, 液体酪農バイオマスのための小型メ



17 

タン発酵装置における熱収支解析, 第60回日本水環境学会年会, 中央大学, 2026年3月9日-11日 

37. 守田結花, 井原一高, 吉田 弦, 岩崎匡洋, Mohamed Farghali, 板山朋聡, 清水和哉, 間世田英明, 消毒剤成分が乳牛ふん
尿に残留する薬剤耐性菌に与える影響, 第60回日本水環境学会年会, 中央大学, 2026年3月9日-11日 

38. 宮原もえり, 吉田 弦, Mohamed Farghali, 岩崎匡洋, 井原一高, バイオ炭添加が嫌気性MBRの安定性およびメタン回
収率に及ぼす効果, 第21回バイオマス科学会議, 弘前大学, 2025年11月 

39. 吉田 弦, 池崎章人, 岡本泰直, 井上大介, 菅原章秀, 井原一高, バイオプラスチック生産のためのAnMBRを用いた下
水汚泥からの脂肪酸生成, 第21回バイオマス科学会議, 弘前大学, 2025年11月 

40. 吉田 弦, 宮原もえり, Farghali Mohamed, 岩崎匡洋, 井原一高, バイオ炭添加による畜産バイオマスの嫌気性MBR発
酵性能の強化, 第60回日本水環境学会年会, 中央大学,  2026年3月9日-11日 

41. 松本和也, 吉田 弦, 小野純子, 伴野有彩, 原晃大, 矢吹芳教, 井原一高, 電気化学的酸化とUV/亜硫酸還元による廃棄
物処分場浸出水中PFASの分解, 第 60回日本水環境学会年会, 中央大学,  2026年3月9日-11日 

42. Kecheng GUAN, Xiaoqing CHANG, Hideto MATSUYAMA, Graphene oxide coatings for improved membrane distillation, 
日本膜学会第47年会, 早稲田大学リサーチイノベーションセンター, 2025年6月4日- 5日 

43. Xiaowei ZHU, Kecheng GUAN, Hideto MATSUYAMA, A comparative study on reduced GO membranes and crosslinked 
GO membranes, 日本膜学会第47年会, 早稲田大学リサーチイノベーションセンター, 2025年6月4日- 5日 

44. Shaofan DUAN, Kecheng GUAN, Hideto MATSUYAMA, Incorporating a macromolecular monomer additive to manipulate 
interfacial polymerization for efficient lithium extraction, 日本膜学会第47年会, 早稲田大学リサーチイノベーションセ
ンター, 2025年6月4日- 5日 

45. Yuqing LIN, Hideto MATSUYAMA, Promotion of Monovalent Ion Transport Enabled through Nanochannels for Efficient 
Electrodialysis, 日本膜学会第47年会, 早稲田大学リサーチイノベーションセンター, 2025年6月4日- 5日 

46. Shuai JIANG, Mengyang HU, Hideto MATSUYAMA, Efficient organic solvent nanofiltration enabled by synergistic solvent 
transport channels in sulfonated polyaniline/halloysite composite membrane, 日本膜学会第47年会, 早稲田大学リサーチ
イノベーションセンター, 2025年6月4日- 5日 

47. Pengfei ZHANG, Hideto MATSUYAMA, Fabrication of hierarchical porous Torlon membrane with switchable 
superwettability for on-demand separation of oil-water emulsions, 日本膜学会第47年会, 早稲田大学リサーチイノベーシ
ョンセンター, 2025年6月4日- 5日 

48. Zhaohuan MAI, Tomohisa YOSHIOKA, Hideto MATSUYAMA, Plyamide membrane fouling during reverse osmosis of rare 
earth wastewater, 日本膜学会第47年会, 早稲田大学リサーチイノベーションセンター, 2025年6月4日- 5日 

49. Xiaoqing CHANG, Kecheng GUAN, Hideto MATSUYAMA, Self-standing covalent organic framework membranes as a 
protecive layer for membrane distillation, 日本膜学会第47年会, 早稲田大学リサーチイノベーションセンター, 2025年
6月4日- 5日 

50. Liheng DAI, Hideto MATSUYAMA, Engineering Sub-Nanocrystalline Porous Channels in 2D Confined Spaces for 
Controllable and Selective Monovalent Cation Transport, 日本膜学会第47年会, 早稲田大学リサーチイノベーションセ
ンター, 2025年6月4日- 5日 

51. Shuzhen ZHAO, Liheng DAI, Hideto MATSUYAMA, Interface Reconstruction of Polyamide Nanolayers enabled by 
Bidentate Ammonium Modification for Precise Li+/Mg2+ Separation, 日本膜学会第47年会, 早稲田大学リサーチイノベー
ションセンター, 2025年6月4日- 5日 

52. 熊谷和夫, 細川智子, 松山秀人, 有機溶剤高度濃縮のための浸透圧補助逆浸透法（OARO法）の濃縮条件検討, 日本
膜学会第47年会, 早稲田大学リサーチイノベーションセンター, 2025年6月4日- 5日 

53. 吉良和哉, 松岡 淳, 岡本泰直, 神尾英治, 吉岡朋久, 中川敬三, 松山秀人, 界面架橋反応による架橋PIM薄膜の形成手
法の開発, 日本膜学会第47年会, 早稲田大学リサーチイノベーションセンター, 2025年6月4日- 5日 

54. 里 侑磨, 岡本泰直, 中川敬三, 北河 享, 松岡 淳, 神尾英治, 吉岡朋久, 松山秀人, 親水性ポリマーブレンドによる耐フ
ァウリング性ブレード膜の開発, 日本膜学会第47年会, 早稲田大学リサーチイノベーションセンター, 2025年6月4
日- 5日 

55. Feidong YANG, Yanyan LIU, Hideto MATSUYAMA, Zwitterionic Triethanolamine-Grafted Nanofiltration Membranes for 
Sustainable Antibiotic Recovery, 化学工学会第56回秋季大会, 芝浦工業大学豊洲キャンパス, 2025年9月16日- 18日 

56. Kecheng GUAN, Hideto MATSUYAMA, Zwitterionic Nanofiltration Membranes for Charge-Sign-Independent Separation 
of Mono- and Divalent Ions, 化学工学会第56回秋季大会, 芝浦工業大学豊洲キャンパス, 2025年9月16日- 18日 

57. Zhaohuan MAI, Tomohisa YOSHIOKA, Hideto MATSUYAMA, Sub-nanoscale “water fingers” during interfacial 
polymerization for membrane fabrication, 化学工学会第56回秋季大会, 芝浦工業大学豊洲キャンパス, 2025年9月16日- 
18日 

58. Yuqing LIN, Tomohisa YOSHIOKA, Hideto MATSUYAMA, 高効率な一価イオン選択輸送のための高性能陽イオン交
換膜の開発, 化学工学会第56回秋季大会, 芝浦工業大学豊洲キャンパス, 2025年9月16日- 18日 

59. Shaofan DUAN, Kecheng GUAN, Hideto MATSUYAMA, Facile Strategy to Improve Li+/Mg2+ Selectivity in Nanofiltration 
Membranes via Amine-Polymer Additive Engineering, 化学工学会第56回秋季大会, 芝浦工業大学豊洲キャンパス, 2025
年9月16日- 18日 
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60. Shuai JIANG, Mengyang HU, Hideto MATSUYAMA, Efficient organic solvent nanofiltration enabled by synergistic solvent 
transport channels in sulfonated polyaniline/halloysite composite membrane, 化学工学会第56回秋季大会, 芝浦工業大学
豊洲キャンパス, 2025年9月16日- 18日 

61. Aiwen ZHANG, Kecheng GUAN, Hideto MATSUYAMA, Self-assembled monomer complex-regulated interfacial 
polymerization for organic solvent mixture separation, 化学工学会第56回秋季大会, 芝浦工業大学豊洲キャンパス, 2025
年9月16日- 18日 

62. 吉良和哉, 松岡 淳, 岡本泰直, 神尾英治, 吉岡朋久, 中川敬三, 松山秀人, 界面架橋反応における架橋剤濃度が架橋PIM
膜の性能に及ぼす影響, 化学工学会第56回秋季大会, 芝浦工業大学豊洲キャンパス, 2025年9月16日- 18日 

63. 森下 陽斗, 岡本泰直, 長谷川 進, 中川敬三, 北河 享, 松岡 淳, 神尾英治, 吉岡朋久, 松山秀人, メタン発酵に向けた下
水中の有機物／硫酸イオン選択濃縮プロセスの開発, 化学工学会第56回秋季大会, 芝浦工業大学豊洲キャンパス, 
2025年9月16日- 18日 

64. 里 侑磨, 岡本泰直, 中川敬三, 北河 享, 松岡 淳, 神尾英治, 吉岡朋久, 松山秀人, 親水性ポリマーブレンドによる耐フ
ァウリング・高透水性ブレード膜の開発, 化学工学会第56回秋季大会, 芝浦工業大学豊洲キャンパス, 2025年9月16
日- 18日 

65. 松岡 淳, 小林加奈, 神尾英治, 吉岡朋久, 中川敬三, 松山秀人, 質量分析を活用したオリゴマーの膜透過挙動の定量評
価と化学構造との関係, 分離技術会年会2025, 日本大学理工学部駿河台校舎, 2025年10月31日- 11月1日 

66. 長谷川敬人, 北河 享, 中川敬三, 吉岡朋久, 岡本泰直, 松岡 淳, 神尾英治, 松山秀人, 酢酸セルロース中空糸膜による
有機酸水溶液からの抽出, 分離技術会年会2025, 日本大学理工学部駿河台校舎, 2025年10月31日- 11月1日 

67. Zhaohuan MAI, Tomohisa YOSHIOKA, Hideto MATSUYAMA, Sub-nanoscale “water fingers” in interfacial polymerization 
of polyamide membranes, 膜シンポジウム2025, 関西大学100周年記念会館, 2025年11月27日- 28日 

68. Kecheng GUAN, Aiwen ZHANG, Hideto MATSUYAMA, Polyamine-based polyamide membranes for reverse osmosis 
separation of organic solvent mixtures, 膜シンポジウム2025, 関西大学100周年記念会館, 2025年11月27日- 28日 

69. Yanyan Liu, Hideto MATSUYAMA, Facile fabrication of polyamide-polyester nanofiltration membranes regulated by ionic 
liquids for efficient antibiotic desalination, 膜シンポジウム2025, 関西大学100周年記念会館, 2025年11月27日- 28日 

70. Yuqing LIN, Tomohisa Yoshioka, Hideto Matsuyama, Promotion of Monovalent Ion Transport Enabled by Fast Nanochannels 
for Efficient Electrodialysis, 膜シンポジウム2025, 関西大学100周年記念会館, 2025年11月27日- 28日 

71. ZHANG Jian, XU Xiao, MENG Jianqiang, 松山秀人, Tuning Surface Polarity of Aromatic Polyamide RO Membranes for 
Selective Organic Solvent Separation, 膜シンポジウム2025, 関西大学100周年記念会館, 2025年11月27日- 28日 

72. Shuaibo Zhu, Yuqing Lin, Hideto MATSUYAMA, Surface modification of cation exchange membranes through in situ cross-
linking for precise ion separation in electrodialysis, 膜シンポジウム2025, 関西大学100周年記念会館, 2025年11月27日- 
28日 

73. Pengfei Zhang, 松山秀人, Fabrication and modification of PSF membrane for oil-water separation, 膜シンポジウム2025, 関
西大学100周年記念会館, 2025年11月27日- 28日 

74. 熊谷和夫, 細川智子, 松山秀人, 浸透圧補助逆浸透（OARO）法による混合有機溶剤水溶液の選択濃縮, 膜シンポジ
ウム2025, 関西大学100周年記念会館, 2025年11月27日- 28日 

75. 松岡 淳, 國光春花, 岡本泰直, 神尾英治, 吉岡朋久, 中川敬三, 松山秀人, 温度応答性イオン液体/アルコール溶液の相
分離挙動制御と駆動溶質への応用, 膜シンポジウム2025, 関西大学100周年記念会館, 2025年11月27日- 28日 

76. 里侑磨, 岡本泰直, 中川敬三, 北河 享, 松岡 淳, 神尾英治, 吉岡朋久, 松山秀人, 親水性ポリマーブレンドによる高耐
ファウリング性ブレード膜の開発と耐薬性評価, 膜シンポジウム2025, 関西大学100周年記念会館, 2025年11月27日
- 28日 

77. Feidong YANG, Yanyan LIU, Hideto MATSUYAMA, Zwitterionic Triethanolamine-Grafted Nanofiltration Membranes for 
Sustainable Antibiotic Recovery, 膜シンポジウム2025, 関西大学100周年記念会館, 2025年11月27日- 28日 

78. 秋山拓夢, 松岡 淳, 岡本泰直, 神尾英治, 吉岡朋久, 中川敬三, 松山秀人, 溶媒のアルキル鎖長と末端官能基がポリア
ミド膜の溶媒吸収特性に及ぼす影響, 膜シンポジウム2025, 関西大学100周年記念会館, 2025年11月27日- 28日 

79. Chuang LI, Zhan LI, Hideto MATSUYAMA, Fabrication of PSS-MOF-303/rGO Membranes for Effective Separation of Rare 
Metal Ions, 膜シンポジウム2025, 関西大学100周年記念会館, 2025年11月27日- 28日 

80. 常晓青, 管科成, 松山秀人, COF film as protective layer for improved membrane distillation, 膜シンポジウム2025, 関西大
学100周年記念会館, 2025年11月27日- 28日 

81. 张爱文, 管科成, 松山秀人, Interfacial Polymerization Regulated by Self-Assembled Monomer Complexes for Organic 
SolventReverse Osmosis Membranes, 膜シンポジウム2025, 関西大学100周年記念会館, 2025年11月27日- 28日 

82. Shaofan DUAN, Kecheng GUAN, Hideto MATSUYAMA, Zwitterionic nanofiltration membranes for selective ion separation, 
膜シンポジウム2025, 関西大学100周年記念会館, 2025年11月27日- 28日 

83. Shuai Jiang, Mengyang Hu, Hideto Matsuyama, A dual–function strategy using halloysite nanotubes to boost sulfonated 
polyaniline membranes fororganic solvent nanofiltration, 膜シンポジウム2025, 関西大学100周年記念会館, 2025年11月
27日- 28日 

84. 木本圭亮, 松岡 淳, 神尾英治, 吉岡朋久, 中川敬三, 岡本泰直, 松山秀人, トルエン中での正浸透膜法の駆動溶液に適
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用可能な相分離型イオン液体の開発, 膜シンポジウム2025, 関西大学100周年記念会館, 2025年11月27日- 28日 

85. Shuzhen Zhao, Liheng Dai, Hideto Matsuyama, Interface Reconstruction of Polyamide Nanolayers enabled by Bidentate 
Ammonium Modification forPrecise Li+/Mg2+ Separation, 膜シンポジウム2025, 関西大学100周年記念会館, 2025年11月
27日- 28日 

86. 高城博也, 三根健太郎, 宮本茉奈, 金珠伶, 瀬戸次朗, 高久洋暁, 熊谷和夫, 松山秀人, おから活用培地への無機窒素添
加による油脂酵母Lipomycesstarkeyiの油脂生産性向上とメタボローム解析によるグルタチオン関連代謝との相関
の発見, 日本農芸化学会2026年度京都大会, 同志社大学今出川・室町キャンパス, 2026年3月9日- 12日 

87. 黒川耀一朗, 松岡 淳, 秋山拓夢, 神尾英治, 吉岡朋久, 中川敬三, 松山秀人, QCMを用いた種々有機溶媒のポリアミド
活性層に対する吸収速度の評価, 第28回化学工学会学生発表会, オンライン, 2026年3月7日 

88. 髙山悠哉, 松岡 淳, 里見辰哲, 神尾英治, 吉岡朋久, 中川敬三, 松山秀人, 純溶媒を駆動溶液とする正浸透膜法による
非極性有機溶媒の減容プロセス, 第28回化学工学会学生発表会, オンライン, 2026年3月7日 

89. 西川怜汰, 森下陽斗, 岡本泰直, 松岡 淳, 神尾英治, 中川敬三, 吉岡朋久, 松山秀人, 正電荷膜における分画分子量が硫
酸イオン透過に及ぼす影響, 第28回化学工学会学生発表会, オンライン, 2026年3月7日 

90. 西川 毅, 松岡 淳, 秋山拓夢, 神尾英治, 吉岡朋久, 中川敬三, 松山秀人, パーフルオロポリマー膜に対する種々有機溶
媒の吸収特性評価, 第28回化学工学会学生発表会, オンライン, 2026年3月7日 

91. 楠木紗矢, 松岡 淳, 麻生凌平, 神尾英治, 吉岡朋久, 中川敬三, 松山秀人, ヘキサン中における耐ファウリング膜作製
のための表面改質方法の検討, 第28回化学工学会学生発表会, オンライン, 2026年3月7日 

92. 谷川心都, 岡本泰直, 松岡 淳, 神尾英治, 中川敬三, 吉岡朋久, 松山秀人, β-cyclodextrin架橋膜におけるファウリング
傾向の調査, 第28回化学工学会学生発表会, オンライン, 2026年3月7日 

93. 冨田幸佑, 神尾英治, 松岡 淳, 中川敬三, 吉岡朋久, 松山秀人, ランダム共重合体ネットワークによる高強度深共晶溶
媒ゲルの創製, 第28回化学工学会学生発表会, オンライン, 2026年3月7日 

94. 春木信ノ輔, 森 晴, 神尾英治, 松岡 淳, 中川敬三, 吉岡朋久, 松山秀人, ネットワークの不均一性がイオンゲルの機械
的強度及びゲル内溶質拡散性に及ぼす影響, 第28回化学工学会学生発表会, オンライン, 2026年3月7日 

95. 里見辰哲, 松岡 淳, 神尾英治, 吉岡朋久, 中川敬三, 岡本泰直, 松山秀人, 駆動溶液に純溶媒を用いた有機溶媒正浸透
膜法についての基礎的検討, 化学工学会第91年会, 京都大学吉田キャンパス, 2026年3月17日-19日 

96. Shaofan DUAN, Kecheng GUAN, Hideto MATSUYAMA, Molecular-Level Control of Polyamide Surface Structure 
Achieves High-Performance Ion Separation, 化学工学会第91年会, 京都大学吉田キャンパス, 2026年3月17日-19日 

97. Shuai JIANG, Mengyang HU, Hideto MATSUYAMA, Precise separation enabled by reduction-regulated crosslinking 
topology in reduced sulfonated polyaniline membranes for organic solvent nanofiltration, 化学工学会第91年会, 京都大学
吉田キャンパス, 2026年3月17日-19日 

98. Kecheng GUAN, Hideto MATSUYAMA, Substrate control for improved interfacial polymerization of polyamide membranes, 
化学工学会第91年会, 京都大学吉田キャンパス, 2026年3月17日-19日 

99. 松岡 淳, 吉良和哉, 神尾英治, 吉岡朋久, 中川敬三, 岡本泰直, 松山秀人, 架橋性PIMを用いた界面架橋反応による薄
膜形成, 化学工学会第91年会, 京都大学吉田キャンパス, 2026年3月17日-19日 

100. 三上夏子, 北河 享, 橋本和可子, 林 宏紀, 岡本泰直, 吉岡朋久, 中川敬三, 松岡 淳, 神尾英治, 松山秀人, 環状構造を制
御したアモルファスパーフルオロポリマーを用いた有機溶剤逆浸透膜の開発, 化学工学会第91年会, 京都大学吉田
キャンパス, 2026年3月17日-19日 

 

③ 著書 

1. 吉田 弦, 井原一高, バイオリアクターによる大量培養と後工程の最適化, 第10章 バイオリアクターによるエネルギ
ー・化成品の生産, 2節 膜ろ過技術を応用した新しいバイオリアクターによるメタン生成, 全584頁, 544-548ページ, 
技術情報協会, 2026 

 

４． 競争的資金 

① 科学研究費補助金 

1. 基盤研究（A）「半導体光触媒による水の 4 電子酸化：水中オペランド計測によるミリ秒反応化学の解明」 
代表：大西洋（16, 600 千円） 

2. 基盤研究（S）「境界潤滑の科学－添加剤吸着層の構造・物性に基づく低摩擦現象の本質的理解」 
分担：大西洋（3, 560 千円） 

3. 基盤研究（B）「磁気力制御嫌気性リアクタによる抗生物質耐性リスクの制御：家畜糞尿資源の持続的循環」 
代表：井原一高（3, 500 千円）, 分担：吉田 弦（800 千円） 

4. 基盤研究（B）「生分解性メタン発酵消化液タブレットの創成と藻類増殖促進機構の解明」 
分担：井原一高（300 千円）, 分担：吉田 弦（400 千円） 

5. 基盤研究（A）「生態系の復元力を強化する資源循環型の生態工学システムによる持続型環境修復法の構築」 
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分担：井原一高（1, 400 千円） 

6. 特別研究員奨励費「磁気研磨表面を用いた食の安全と CO2排出削減のための微生物付着制御」 
代表：井原一高（900 千円） 

7. 基盤研究（C）「直接電子伝達を援用した嫌気性 MBR による畜産バイオマスの革新的循環プロセスの構築」 
代表：吉田 弦（1, 000 千円） 

8. 基盤研究（A）「有機溶剤超ろ過（OSRO）膜の創製に基づく革新分離プロセスの基盤的構築」 
代表：松山秀人（9,100 千円） 

9. 挑戦的研究（萌芽）「これまでにない先駆的な有機溶剤超ろ過膜法の創製による未来型化学プロセスの実現」 
代表：松山秀人（1,500 千円） 

10. 基盤研究（C）「希薄有機溶媒水溶液の新たな膜ろ過分離による高度濃縮法の開発」 
代表：熊谷和夫（900 千円） 

11. 基盤研究（C）「Development of multiscale simulations on interfacial polymerization of polyamide desalination membranes」 
代表：Mai Zhaohuan（1,700 千円） 

12. 若手研究「Development of continuous layer coated membrane for fouling-resistant membrane distillation」 
代表：Guan Kecheng（700 千円） 

13. 若手研究「固有微多孔性高分子を用いた新規製膜法の開発と高透過性ナノろ過膜の創製」 
代表：松岡 淳（1,100 千円） 

14. 若手研究「Study on mitigation of gypsum scaling during membrane distillation operation」代表：Li Zhan（800 千円） 

15. 若手研究「メタン発酵にむけた正浸透法による有機物とイオン種の選択濃縮」代表：岡本泰直（1,800 千円） 

16. 若手研究「Development of a novel cross-linked sulfonated polyaniline separation layer for enhanced organic solvent 
nanofiltration performance」代表：HU MENGYANG（1,700 千円） 

17. 研究活動スタート支援「Structural Uniformity of Ion-Selective Nanofiltration Membranes and Process Optimization of 
Electric Field-Assisted Nanofiltration for Critical Metal Extraction」代表：Lin Yuqing（1,300 千円） 

18. 研究活動スタート支援「Construction of Cost-Effective Two-Dimensional Clay-Based Ion-Sieving Membranes for 
Selective Lithium Extraction from Seawater」代表：代 立恒（900 千円） 

 

② 共同型協力研究 

1. 名古屋大学未来材料・システム研究所共同利用・共同研究 
「二色光励起による人工光合成反応の加速可能性の検証」代表：大西洋（200 千円） 

2. 井原一高 1 件（合計 150 千円） 

3. 吉田 弦 1 件（合計 1,300 千円） 

4. 松山秀人 22 件（合計 83,472 千円）うち包括連携 4 社 

5. 松岡 淳 包括連携 1 社（合計 3,000 千円） 

6. 北河 享 2 社（919 千円） 

 

③ 受託研究, 研究助成等 

1. 国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）ムーンショット型研究開発事業 
「産業活動由来の希薄な窒素化合物の循環技術創出―プラネタリーバウンダリー問題の解決に向けて」 
分担：井原一高（7,880 千円） 

2. 環境再生保全機構（ERCA）環境研究総合推進費下水汚泥を原料及びバイオ触媒として利用したバイオプラスチ
ック生産システムの開発」分担（サブテーマリーダー）：吉田 弦（4,500 千円） 

3. 環境再生保全機構（ERCA）環境研究総合推進費「最終処分場浸出水等に含まれる POPs 等の排出機構の解明と
リスク低減技術の開発」分担（サブテーマリーダー）：吉田 弦（4,500 千円） 

4. 国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）ムーンショット型研究開発事業 
「産業活動由来の希薄な窒素化合物の循環技術創出-プラネタリーバウンダリー問題の解決に向けて」 
代表：松山秀人（120,977 千円） 

5. 国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）ムーンショット型研究開発事業 
「産業活動由来の希薄な窒素化合物の循環技術創出-プラネタリーバウンダリー問題の解決に向けて」 
分担：松岡 淳（1,000 千円） 

6. 中小企業庁 中小企業経営支援等対策費補助金 成長型中小企業等研究開発支援事業（Go-tech） 
「生体類似材料コーティングによる異物付着抑制効果を有する尿管ステントの研究開発」 
代表：松山秀人（23,908 千円） 
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7. 独立行政法人環境再生保全機構（ERCA）環境研究総合推進費「革新省エネ分離技術による廃水からの希少資源
循環」分担：北河 享（1,000 千円） 

8. 公益財団法人川西記念新明和教育財団研究助成金 代表： Kecheng GUAN（1,000 千円） 

9. 公益財団法人ひょうご科学技術協会研究助成 代表： Kecheng GUAN（1,000 千円） 

10. 公益財団法人川西記念新明和教育財団研究助成金  代表：松岡 淳（1,000 千円） 

11. クリタ水・環境科学振興財団研究助成金 代表：松岡 淳（1,500 千円） 

12. 一般財団法人向科学技術振興財団奨学寄附金 代表：Lin Yuqing（500 千円） 

  その他、企業等の受託研究 4 件（3,431 千円） 

 

④ 奨学寄附金等 

1. 大西 洋 1 件（250 千円） 

2. 井原一高 2 件（1,250 千円） 

3. 松山秀人 3 件（23,250 千円） 

4. 松岡 淳 1 件（250 千円） 

5. 松岡 淳 学術相談 1 件（331 千円） 

 

５． 特記事項 

① 特許権等知的財産 

（1） 特許（出願） 

1. 発明等の名称 ： 高分子多孔質膜、及びその製造方法 
 出 願 者 ： 国立大学法人神戸大学, 他 1 社 
 発 明 者 ： 松山秀人, 岡本泰直, 他 3 名 
 出 願 日 ： 2025 年 4 月 23 日 
 出 願 番 号 ： 特願 2025-071763 

2. 発明等の名称 ： 複合中空糸膜及びその製造方法 
 出 願 者 ： 国立大学法人神戸大学, 他 1 社 
 発 明 者 ： 加藤典昭, 松山秀人, 他 5 名 
 出 願 日 ： 2025 年 7 月 17 日 
 出 願 番 号 ： 特願 2025-12067 

3. 発明等の名称 ： 水溶性アルコール水溶液の濃縮方法、水溶性アルコール濃縮液の製造方法、精製水の製造方法
及び逆浸透膜装置 

 出 願 者 ： 国立大学法人神戸大学 
 発 明 者 ： 熊谷和夫, 松山秀人, 細川智子 
 出 願 日 ： 2025 年 9 月 8 日 
 出 願 番 号 ： 特願 2025-148422 

4. 発明等の名称 ： 酵母培養用の培地及び酵母の培養方法 
 出 願 者 ： 国立大学法人神戸大学, 他 1 社 
 発 明 者 ： 松山秀人, 熊谷和夫, 他 2 名 
 出 願 日 ： 2025 年 9 月 11 日 
 出 願 番 号 ： PCT/JP2025/032180 

5. 発明等の名称 ： 分離膜及び分離膜の製造方法 
 出 願 者 ： 国立大学法人神戸大学, 他 1 社 
 発 明 者 ： 松山秀人, 北河 享, 他 2 名 
 出 願 日 ： 2025 年 10 月 3 日 
 出 願 番 号 ： PCT/JP2025/035261 

6. 発明等の名称 ： 酵母培養用の培地及び酵母の培養方法 
 出 願 者 ： 国立大学法人神戸大学, 他 1 社 
 発 明 者 ： 松山秀人, 熊谷和夫, 他 2 名 
 出 願 日 ： 2025 年 10 月 23 日 
 出 願 番 号 ： 台湾特願 114141135 

7. 発明等の名称 ： 複合中空糸膜及びその製造方法 
 出 願 者 ： 国立大学法人神戸大学, 他 1 社 
 発 明 者 ： 加藤典昭, 松山秀人, 他 4 名 
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 出 願 日 ： 2026 年 1 月 7 日 
 出 願 番 号 ： 特願 2026-001692 

8. 発明等の名称 ： 高分子多孔質膜、及びその製造方法 
 出 願 者 ： 国立大学法人神戸大学, 他 1 社 
 発 明 者 ： 松山秀人, 長谷川進, 加藤典昭, 他 2 名 
 出 願 日 ： 2026 年 2 月 27 日 
 出 願 番 号 ： PCT/JP2026/007327 

 

（2） 特許（成立） 

1. 発明等の名称 ： ドロー溶質及び水処理装置 
 出 願 者 ： 国立大学法人神戸大学, 他 1 社 
 発 明 者 ： 松山秀人, 他 3 名 
 登 録 日 ： 2026 年 2 月 25 日 
 登 録 番 号 ： 特許第 3845296 号 

2. 発明等の名称 ： 酢酸の回収方法 
 出 願 者 ： 国立大学法人神戸大学, 他 1 社 
 発 明 者 ： 松山秀人, 他 5 名 
 登 録 日 ： 2025 年 8 月 20 日 
 登 録 番 号 ： 特許第 7730495 号 

3. 発明等の名称 ： 複合中空糸膜及びその製造方法 
 出 願 者 ： 国立大学法人神戸大学, 他 1 社 
 発 明 者 ： 加藤典昭, 松山秀人, 他 5 名 
 登 録 日 ： 2025 年 11 月 7 日 
 登 録 番 号 ： 特許第 7770661 号 

4. 発明等の名称 ： 複合中空糸膜及びその製造方法 
 出 願 者 ： 国立大学法人神戸大学, 他 1 社 
 発 明 者 ： 加藤典昭, 松山秀人, 他 4 名 
 登 録 日 ： 2026 年 1 月 20 日 
 登 録 番 号 ： 特許第 7807773 号 

 

② 受賞 

1. 賞 名： 令和 7 年度神戸大学学長表彰（財務貢献者） 
 表 彰 団 体 名： 神戸大学 
 受 賞 者 名： 大西 洋 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 10 月 16 日 

2. 賞 名： Best Poster Award 
 表 彰 団 体 名： The 26th International Conference on Non-Contact Atomic Force Microscopy (NC-AFM2025) 
 受 賞 者 名： Zhengxi Lu 
 受 賞 対 象： FM-AFM on ice–brine interface at sub-zero temperature 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 8 月 7 日 

3. 賞 名： Water and Environment Technology Conference 2025 Excellent Presentation Award 
 表 彰 団 体 名： Japan Society of Water Environment 
 受 賞 者 名： Moeri Miyahara 
 受 賞 対 象： Effect of bamboo biochar on process performance and microbial community composition in continuous 

anaerobic digestion of liquid dairy biomass 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 7 月 6 日 

4. 賞 名： 2025 年農業施設学会大会 プレゼンテーション賞 
 表 彰 団 体 名： 農業施設学会 
 受 賞 者 名： 山本英里 
 受 賞 対 象： メタン発酵による乳牛糞尿に含有する動物用抗菌剤の分解手法の検討 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 12 月 8 日 

5. 賞 名： 2026 年度農業施設学会 学生・若手研究発表会 優秀賞 
 表 彰 団 体 名： 農業施設学会 
 受 賞 者 名： 川上舞子 
 受 賞 対 象： 乳製品加工機器洗浄における汚れ脱離挙動のモデリングと CO2排出低減 



23 

 受 賞 年 月 日： 2026 年 2 月 21 日 

6. 賞 名： 2026 年度農業施設学会 学生・若手研究発表会 優秀賞 
 表 彰 団 体 名： 農業施設学会 
 受 賞 者 名： 出崎広人 
 受 賞 対 象： メタン発酵消化液に含有する VFA を利用した微細藻類の連続培養 
 受 賞 年 月 日： 2026 年 2 月 21 日 

7. 賞 名： The Global Separation Technology Youth Innovation Award (Nomination Award) 
 表 彰 団 体 名： 中国科学院新疆理化技術研究所 
 受 賞 者 名： Kecheng Guan 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 12 月 6 日 

8. 賞 名： 膜シンポジウム 2025 学生賞 
 表 彰 団 体 名： 日本膜学会 
 受 賞 者 名： 木本圭亮 
 受 賞 対 象： トルエン中での正浸透膜法の駆動溶液に適用可能な相分離型イオン液体の開発 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 11 月 28 日 

9. 賞 名： 第 28 回化学工学会学生発表会優秀賞 
 表 彰 団 体 名： 化学工学会 
 受 賞 者 名： 髙山悠哉 
 受 賞 対 象： 純溶媒を駆動溶液とする正浸透膜法による非極性有機溶媒の減容プロセス 
 受 賞 年 月 日： 2026 年 3 月 7 日 

10. 賞 名： AMS15 Best Poster Presentation Award 
 表 彰 団 体 名： The 15th conference of the Aseanian Membrane Society (AMS15) 
 受 賞 者 名： Chuang LI 
 受 賞 対 象： Fabrication of PSS-MOF-303/rGO Membranes for Effective Separation of Rare Metal Ions 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 8 月 21 日 

11. 賞 名： AMS15 Best Oral Presentation Award 
 表 彰 団 体 名： The 15th conference of the Aseanian Membrane Society (AMS15) 
 受 賞 者 名： Zhaohuan MAI 
 受 賞 対 象： Unraveling Membrane Fouling Mechanisms in Reverse Osmosis of Rare Earth Wastewater: A Multiscale 

Perspective 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 8 月 21 日 

12. 賞 名： AMS15 Research Rising Star Award 
 表 彰 団 体 名： Aseanian Membrane Society 
 受 賞 者 名： Yuqing LIN 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 8 月 21 日 

13. 賞 名： 膜シンポジウム 2025 学生賞 
 表 彰 団 体 名： 日本膜学会 
 受 賞 者 名： Shuzhen Zhao 
 受 賞 対 象： Zwitterionic nanofiltration membranes for selective ion separation 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 11 月 28 日 

14. 賞 名： 分離技術会年会 2025 学生賞 
 表 彰 団 体 名： 分離技術会 
 受 賞 者 名： 長谷川敬人 
 受 賞 対 象： 酢酸セルロース中空糸膜による有機酸水溶液からの抽出 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 11 月 1 日 

15. 賞 名： 分離技術会年会 2025 企業奨励賞（KH ネオケム株式会社賞） 
 表 彰 団 体 名： 分離技術会 
 受 賞 者 名： 長谷川敬人 
 受 賞 対 象： 酢酸セルロース中空糸膜による有機酸水溶液からの抽出 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 11 月 1 日 

16. 賞 名： 応用化学クラブ修士論文優秀発表賞 
 表 彰 団 体 名： 応用化学クラブ（神戸大学工学部応用化学科同窓会） 
 受 賞 者 名： 里 侑磨 
 受 賞 対 象： モダクリル樹脂とビニルピロリドン共重合体のブレンド膜におけるブレンド比が耐ファウリン

グ性と耐薬性に与える影響 
 受 賞 年 月 日： 2026 年 3 月 25 日 
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17. 賞 名： 化学工学会第 91 年会学生奨励賞 
 表 彰 団 体 名： 化学工学会 
 受 賞 者 名： 三上夏子 
 受 賞 対 象： 環状構造を制御したアモルファスパーフルオロポリマーを用いた有機溶剤逆浸透膜の開発 
 受 賞 年 月 日： 2026 年 3 月 18 日 

18. 賞 名： 令和 7 年度神戸大学学長表彰（財務貢献者） 
 表 彰 団 体 名： 神戸大学 
 受 賞 者 名： 松山秀人 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 10 月 16 日 
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【ガス分離・ガスバリア膜研究部門】 

 

１． 構成員 

     部門長    教 授     蔵岡孝治  （海事科学研究科海事科学専攻） 

教 授     持田智行 （理学研究科化学専攻） 

教 授     吉岡朋久 （先端膜工学研究センター） 

准教授     市橋祐一 （工学研究科応用化学専攻） 

准教授     神尾英治 （工学研究科応用化学専攻） 

 

２． 研究の概要と今年度の研究成果 

① 機能性 CO2 分離膜の開発 
CO2 を高選択的に透過することが可能な促進輸送膜に関する研究開発を進めている。2025 年度は、これま

でに開発に成功しているイオン液体型促進輸送膜を用いた膜モジュールの設計・試作および性能評価を行っ

た。特に、イオン液体型促進輸送膜モジュールについて、流路構造の最適化、性能予測モデルの構築、およ

び試作モジュールの性能実証に取り組んだ。 

まず、イオン液体型促進輸送膜の CO2 透過性能および水蒸気透過性能に及ぼす供給ガス組成の影響を評価

し、CO2 分圧および水蒸気分率から膜透過性能を予測できる推算式を構築した。これにより、任意の運転条

件における膜性能を高精度に予測することが可能となった。イオン液体型促進輸送膜では、モジュール内で

の CO2 および水蒸気の選択透過に伴ってガス組成が連続的に変化するため、構築した透過性能推算式を組み

込むことでその影響を考慮したイオン液体型促進輸送膜モジュール性能予測モデルを開発した。また、3D プ

リンタを用いて作製した流路プレート積層型イオン液体型促進輸送膜モジュールを試作した（図 2(a)）。試作

モジュールの CO2 透過試験を行った結果、開発した性能予測モデルは実験結果を相関係数 0.99 以上で再現で

き、高い予測精度を有することを確認した（図 2(b)）。さらに、従来の促進輸送膜モジュールと比較して、イ

オン液体型促進輸送膜モジュールは高い CO2 回収率と高濃度 CO2 透過ガスを実現し、低 CO2 分圧条件下にお

いても効率的な CO2分離回収が可能であることを実証した（図 2(c)）。なお、本研究は公益財団法人 JKA によ

る 2025 年度競輪補助事業の助成を受けて実施されたものである。 

 

図 2 イオン液体型促進輸送膜モジュール．(a) 10 本流路プレート 10 積層モジュール試作品, (b) モジュール性能予測

モデル計算結果と実験結果の比較, (c) 既往促進輸送膜モジュールの CO2分離回収効率との比較結果 
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② 有機薄膜光触媒による可視光照射下での抗ウイルス作用の研究 

本研究では、多環有機化合物を光触媒として用いた、可

視光照射下における二酸化炭素の水による還元反応によ

るメタノール生成について検討した。まず、可視光を吸収

し、二酸化炭素を還元可能な触媒について、DFT 計算を

用いて推定した。その結果、5,8-dicyano-[5]phenacene（以

下、CN-picene），2,7-dicyano-pyrene（以下、CN-pyrene）お

よび 9,10-dicyano-anthracene（以下、CN-anthracene）は、二酸化炭素の還元能を有し、さらにそれぞれ 2.9 eV（λ = 428 

nm）、2.9 eV（λ = 428 nm）、2.89 eV（λ = 429 nm）と、可視光領域に吸収帯を持つことが示唆された。そこで、これらの触

媒を用いて、可視光照射下での水による二酸化炭素の還元反応を行った。その結果、図 3 に示すように、DFT 計算で

予測されたすべての触媒において、可視光照射によりメタノールの生成が確認された。一方、可視光領域に吸収を持

たない piceneでは、紫外光照射下においてもメタノール生成は観測されなかった。また、特に CN-anthraceneが高い活

性を示すことが明らかとなった。さらに、この活性の高かった CN-anthracene 触媒を用いて、可視光照射下における二

酸化炭素（CO2）と重水（D2O）との反応について、質量分析法を用いて検討した。その結果、H2O と CO2との反応により

生成するメタノール（CH3OH）のフラグメントイオン CH2OH+

に対応する CD2OD+由来のフラグメントが、H2O の代わりに

D2O を用いた場合に観測された。これらの結果から、生成

したメタノール中の水素は、溶媒である水に由来することが

示唆された。以上の結果より、多環芳香族有機光触媒を用

いることで、可視光照射下における二酸化炭素の水による

還元反応によってメタノールを生成可能であることを明らか

にし、その反応を実現する触媒の開発に成功した。さらに、

この開発した有機光触媒を薄膜化することで、粉末状態で

用いるよりも、より効率的にメタノールを生成し得ることも明

らかとした。 

 

③ ダブル有機キレート配位子を用いた多孔性セラミックス複合水素分離膜の開発 

本研究では、ゾルゲル法を用いて耐圧性、水熱安定性および化学的安定性に優れたチタニアとアルミナ材

料を用いて H2/CH4 分離膜を作製した。従来のセラミック–有機キレート配位子（OCL）複合膜では OCL は 1

種類のみ用いられることが一般的であるが、本研究では 2 種類の OCL であるアセチルアセトン（ACA）およ

びジエタノールアミン（DEA）を併用することで、膜構造および膜性能を詳細に制御し、H2/CH4 分離膜の開

発を目的とした。各種分析の結果、ACA は Ti に配位することで結晶化を抑制し、アモルファスネットワーク

の形成に寄与することが明らかとなった。一方、DEA は膜内部に残存することで細孔径を縮小させるととも

に、不可避的に形成される空隙を閉塞する役割を担うことが示唆された。さらに、本研究では 300 ℃窒素雰

囲気下での焼成により製膜を行ったが、膜構造中に残存した OCLや熱分解し炭化した OCLが膜の疎水性を向

上させることが確認された。これは本研究における副次的な効果であり、水蒸気存在下での膜安定性向上に

も寄与する可能性が示された。このように、ACAと DEAはそれぞれ異なる役割を有しており、併用し添加量

を最適化することで水素分離膜の高性能化が可能である。300 ℃窒素雰囲気下で焼成した TiO2–Al2O3–ACA–

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

1.6

1.8

2

picene CN-picene CN-pyrene CN-anthracene

Y
ie

ld
 o

f 
m

et
ha

no
l

(µ
m

ol
/g

-c
at

・
h)

図 3 種々の多環芳香族有機光触媒を用いたときの
可視光照射下での CO2と H2O からの CH3OH
生成量の比較 
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DEA膜は、分子径に透過率が依存する分子篩的透過機構を示した。ACAの添加量を増加させた場合にはH2透

過率が向上し、一方で DEA の添加量を増加させた場合には H2/CH4 選択性が向上する傾向が認められた。

TiO2–Al2O3–ACA–DEA（1:1:2:2）膜では H2 透過率 5×10-7 mol m-2 s-1 Pa-1、H2/CH4 選択性 190 を示し、TiO2–

Al2O3–ACA–DEA（1:1:1:1）膜と比較して、H2 透過率を維持したまま H2/CH4 選択性が大幅に向上した。さら

に、水蒸気雰囲気下においても顕著な膜性能の劣化は見られなかった。以上より、TiO2–Al2O3–ACA–DEA 膜

は、高い分離性能と膜使用条件下での水熱安定性を併せ持つ水素分離膜であることが明らかとなった。 

 
図 4 セラミック膜断面 SEM 写真と TiO2–Al2O3–ACA–DEA 水素分離膜構造の概念図 

 

④ 金属錯体を用いた機能性液体・外場応答膜の開発 

金属錯体をカチオンとする機能性イオン液体、イオン性固体、およ

びそれらを用いた外場応答膜の開発を進めている。金属錯体由来の光

応答性、酸化還元特性、磁性、分子認識能などを液体材料・膜材料に

組み込むことにより、広範な外場応答性材料の創出を目指している

（右図）。 

今年度は第一に、液固中間相の一種である柔粘性イオン結晶(IPC)の

開発と構造・物性評価を行った。近年、固体電解質等の観点から IPCが

注目され、IPC 膜を用いたガス分離も検討されている。ここでは機能性

IPC の開発に向け、各種のサンドイッチ錯体およびハーフサンドイッチ

錯体の塩を開発し、その構造および相挙動を検討した。その結果、い

くつかの塩が IPC 相を示すことを見出した。IPC 相は低温相でカチオンとアニオンが交互配列をなす塩におい

て発現し、アニオン体積が大きいほど転移温度が低下する傾向が確認された。ただし、これらは分子自身の

特性や局所的なカチオン-アニオン配置の影響をかなり受けることが判明した。 

第二に、金属錯体含有イオン液体の広範な物質開発を目的として、以下の３項目の研究を進めた。（i）化

学反応を起こすイオン液体の開発を目的として、シクロペンタジエニルカルボニル鉄錯体をカチオンとする

イオン液体を合成し、その熱的性質および反応性を検討した。これらのイオン液体を無溶媒下で各種のオレ

フィンと反応させると、シクロプロパン化反応が進行した。また、配位性アニオンを有するイオン液体の場

合、光照射によってCO脱離が起こり、アニオン配位錯体が生成することを見出した。（ii）有機金属イオン液

体への光照射による多核錯体の形成について検討した。かご型錯体などの多核錯体は一般に、溶液中での自

己集合反応により合成される。これに対し本研究では、アルキルトリシアノボレートを対アニオンとするサ

ンドイッチ型 Ru 錯体含有イオン液体に紫外光を照射すると、キュバン型四核 Ru 錯体の固体が定量的に生成

することを明らかにした。この結果は、反応場を兼ねるイオン液体を用いることで、無溶媒条件下において
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多核配位化合物を構築できることを示すものである。加えて、オクチル誘導体については、複数の多形が生

じることを明らかにした。（iii）この手法の展開を目的として、アルキル基を導入したカチオン性サンドイッ

チ型 Ru 錯体に対して、種々のシアノボレート系アニオンを組み合わせたイオン液体を合成した。これらの光

反応性を検討した結果、アニオンが三座または四座配位子となる場合にはキュバン型四核錯体が、二座配位

子となる場合にはアニオン性二核錯体の塩が生成することが判明した（図 5）。こうした光誘起構造変換に伴

って、イオン伝導度が一桁以上低下した。特に四座配位性アニオンの塩では、光生成物が加熱によって元の

イオン液体状態へ戻るため、光と熱を用いた可逆な構造変換およびイオン伝導性制御が実現した。このよう

に、液体から多核錯体固体を直接形成し、物性転換につなげる新たな物質構築法を確立した。 

第三に、成膜等に利用できる柔軟な配位高分子の構築を目的として、イオン液体含有配位高分子を合成し

た。ここではポリシアノアニオンを有する各種オニウム塩を合成し、それらと対応するアルカリ金属塩の反

応によって目的物質を得た（図 6）。合成したオニウム塩はイオン液体もしくは柔粘性イオン結晶だった。生

成した配位高分子は、2 次元シート状または 3 次元ネットワーク状のアニオン性フレームワーク構造がオニウ

ムカチオンを内包した構造を持ち、うち一個は特異な巨大アニオン性ケージ構造を有していた。いずれの配

位高分子も分解溶融挙動を示し、これは構成成分であるオニウム塩が低融点であることを反映している。 

 

 
⑤ 機能性ガスバリア膜の開発 

食品・医療包装分野および電気・電子分野で活用されている耐熱

性、耐食性、柔軟性、硬度等を有する機能性ガスバリア膜の開発を

行っている。従来、ガスバリア膜材料として用いられてきた有機高

分子や生分解性高分子に加えて、高ガスバリア性、耐熱性、耐食性

を付与するためにシリカやクレイ等の無機化合物を用いた有機−無

機ハイブリッドガスバリア膜の開発を目指している。 

2025年度は、2024年度に引き続き海洋プラスチック問題の解決の

ため、海洋生分解性を有するセルロース誘導体を有機化合物とし

て、シリカを無機化合物として用いた新規な有機-無機ハイブリッ

ドガスバリア膜を作製し、その海洋生分解性を評価した。作製した

セルロース誘導体/シリカ有機-無機ハイブリッドガスバリア膜は酸素、水蒸気バリア性を示し、海洋生分解性

も示した。また、昨年度に引き続き、気相法を用いた高性能なガスバリア膜の作製のために、大気圧プラズ

図 5 Ru 含有イオン液体の光照射による四核錯
体(上)および二核錯体(下)の生成。加熱に
よって逆反応が生じる。右は光・熱反応
の繰り返しに伴うイオン電導度の変化。 

図 6 ポリシアノアニオンを含むオニウム塩と
対応するカリウム塩の反応による配位高
分子形成の模式図。右は生成した配位高
分子の結晶構造の例。 
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マ化学蒸着法（CVD）による有機-無機ハイブリッドガスバリア膜の作製も検討した。主に原料ガスの組成、

有機官能基の種類など、成膜条件を検討することにより、高い酸素、水蒸気バリア性を示す膜の開発を進め

ている。 
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69. 星原天真, 神尾英治, 松岡 淳, 吉岡朋久, 中川敬三, 松山秀人, イオンゲル薄層と多孔性支持層のみで構成されるイオ
ンゲル薄膜複合膜の創製, 化学工学会第 91 年会, 2026 年 3 月 17 日-19 日 

70. 新福唯人, 吉岡朋久, 中川敬三, 北河 亨, 岡本泰直, 松岡 淳, 神尾英治, 松山秀人, 有機キレート配位子を用いた多孔
性 TiO2-SiO2複合ガス分離膜の細孔径制御, 日本膜学会第 46 年会, 早稲田大学, 6 月 4 日- 5 日, 2025 

71. Li Bowen, Zhang Pengfei, Li Zhan, Yoshioka Tomohisa, Matsuyama Hideto, Facile fabrication of superhydrophobic PVDF 
hollow fiber membranes for membrane distillation, 化学工学会第 56 回秋季大会, 芝浦工業大学豊洲キャンパス, 2025 年
9 月 16 日- 18 日 

72. 松岡 希, 吉岡朋久, 中川敬三, 北河 享, 岡本泰直, 松岡 淳, 神尾英治, 松山秀人, 福井直之, 鳴坂侑祐, 疎水性シリカ膜
による有機溶剤分離, 化学工学会第 56 回秋季大会, 芝浦工業大学豊洲キャンパス, 2025 年 9 月 16 日- 18 日 

73. 玉水裕也, 吉岡朋久, 中川敬三, 岡本泰直, 松岡 淳, 神尾英治, 松山秀人, 疎水性シリカ膜の作製と水／アルコール浸
透気化分離特性, 化学工学会第 56 回秋季大会, 芝浦工業大学豊洲キャンパス, 2025 年 9 月 16 日- 18 日 

74. 鈴木健竜, 吉岡朋久, 中川敬三, 北河 享, 岡本泰直, 松岡 淳, 神尾英治, 松山秀人, 計算機支援によるナノ細孔内にお
ける有機溶剤混合物の拡散および透過機構の検討, 化学工学会第 56 回秋季大会, 芝浦工業大学豊洲キャンパス, 
2025 年 9 月 16 日- 18 日 

75. 藤澤 拓, 吉岡朋久, 中川敬三, 北河 享, 岡本泰直, 松岡 淳, )神尾英治, 松山秀人, 分子動力学法による多孔性 TiO2-SiO2-
OCL(有機キレート配位子)ガス分離膜の特性評価, 分離技術会年会 2025, 日本大学理工学部駿河台校舎, 2025 年 10
月 31 日- 11 月 1 日 

76. LI Bowen, ZHANG Pengfei, Zhan LI, Tomohisa Yoshioka, Matsuyama Hideto, Novel dual-functional re-entrant 
superhydrophobic membranes for anti-wetting performance inmembrane distillation, 膜シンポジウム 2025, 関西大学 100
周年記念会館, 2025 年 11 月 27 日- 28 日 

77. 松岡 希, 吉岡朋久, 中川敬三, 北河 享, 岡本泰直, 松岡 淳, 神尾英治, 松山秀人, 福井直之, 鳴坂侑祐, 酢酸エチル/エポ
キシ化合物混合系における疎水性シリカ膜の浸透気化分離特性, 膜シンポジウム 2025, 関西大学 100周年記念会館, 
2025 年 11 月 27 日- 28 日 

78. 藤澤 拓, 吉岡朋久, 中川敬三, 北河 享, 岡本泰直, 松岡 淳, 神尾英治, 松山秀人, 分子動力学法による多孔性 TiO2-SiO2-
OCL(有機キレート配位子)ガス分離膜の構造評価と透過特性, 化学工学会第91年会, 京都大学吉田キャンパス, 2026
年 3 月 17 日-19 日 

79. 中野紘汰, 吉岡朋久, 中川敬三, 北河 享, 岡本泰直, 松岡 淳, 神尾英治 , 松山秀人, 福井直之, 鳴坂侑佑, 有機キレート
配位子を導入した金属アルコキシドを用いた金属酸化物複合膜の作製, 化学工学会第 91 年会, 京都大学吉田キャ
ンパス, 2026 年 3 月 17 日-19 日 

80. 新福唯人, 吉岡朋久, 中川敬三, 北河 享, 岡本泰直, 松岡 淳, 神尾英治, 松山秀人, イソオイゲノールの分子構造を利
用した TiO2-SiO2複合ガス分離膜の細孔径制御, 化学工学会第 91 年会, 京都大学吉田キャンパス, 2026 年 3 月 17 日
-19 日 

 

４． 競争的資金 

① 科学研究費補助金 

1. 基盤研究（C）「バイオミメティック有機-無機ハイブリッド船底塗料の創製と新規摩擦抵抗測定法の確立」 
代表：蔵岡孝治（700 千円） 

2. 基盤研究（B）「金属錯体で拓く機能性液体の化学：機能開拓・状態転換・構造開拓」 
代表：持田智行（1,900 千円） 

3. 学術変革領域研究（A）「液体で創る金属錯体系超セラミックス：固体を「その場合成」する革新的合成法」 
代表：持田智行（2,100 千円） 

4. 基盤研究（C）「量子化学計算を用いた二酸化炭素と水からのメタノール合成光触媒の開発」 
代表：市橋祐一（2,730 千円） 

5. 基盤研究（B）「ランダム共重合体の物理架橋制御によるイオン液体含有高強度ゲル薄膜の創製」 
代表：神尾英治（7,900 千円） 

6. 基盤研究（A）「有機溶剤超ろ過（OSRO）膜の創製に基づく革新分離プロセスの基盤的構築」 
分担：吉岡朋久（1,000 千円） 
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7. 基盤研究（C）「単分散ポリ乳酸による相分離構造制御とバイオマス分離膜材料への応用」 
分担：吉岡朋久（100 千円） 

 

② 共同型協力研究 

1. 蔵岡孝治 2 件（2,866 千円） 

2. 市橋祐一 1 件（520 千円） 

3. 神尾英治 3 件（5,253 千円）うち包括連携 1 社 

4. 吉岡朋久 5 件（19,007 千円）うち包括連携 2 社 

 

③ 受託研究，研究助成等 

1. 公益財団法人フジシール財団研究助成「海洋プラスチックごみ問題解決に資するバイオマス材料を用いた有機-
無機ハイブリッド透明ガスバリア膜の創製」代表：蔵岡孝治（5,000 千円） 

2. 国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）「機能性化学品の連続精密生産プロセス技術
の開発」神戸大学代表:市橋祐一（7,100 千円） 

3. 公益財団法人 JKA自転車等機械振興補助事業「2025年度促進輸送膜を備えるコンパクト Direct Air Capture システ
ム開発のための基礎研究 補助事業」代表：神尾英治（5,000 千円） 

4. 公益財団法人八洲環境技術振興財団 研究開発・調査助成 代表：神尾英治（1,000 千円） 

5. 国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）バイオものづくり革命推進事業 
「 産 業 用 微 生 物 等 の 開 発 ・ 育 種 及 び 微 生 物 等 改 変 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 技 術 の 高 度 化 」 
機関代表：吉岡朋久（31,923 千円） 

6. 国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）ムーンショット型研究開発事業 
「産業活動由来の希薄な窒素化合物の循環技術創出 －プラネタリーバウンダリー問題の解決に向けて－」 
分担：吉岡朋久（8,000 千円） 

その他、企業等の受託研究 6 件（3,663 千円） 

 

④ 奨学寄附金等 

1. 蔵岡孝治 1 件（750 千円） 

2. 持田智行 1 件（250 千円） 

3. 市橋祐一 2 件（750 千円） 

4. 神尾英治 1 件（260 千円） 

5. 吉岡朋久 1 件（500 千円） 

 

５． 特記事項 

① 特許権等知的財産 

(1) 特許（出願） 

1. 発明等の名称 ： 塗料及び塗膜 
 出 願 者 ： 国立大学法人神戸大学 
 発 明 者 ： 蔵岡孝治 
 出 願 日 ： 2025 年 9 月 9 日 
 出 願 番 号 ： 特願 2025-148950 

2. 発明等の名称 ： 気体分離膜 
 出 願 者 ： 国立大学法人神戸大学, 他 1 社 
 発 明 者 ： 神尾英治, 他 2 名 
 出 願 日 ： 2025 年 10 月 29 日 
 出 願 番 号 ： 2025-182783 

3. 発明等の名称 ： イオンゲル前駆体溶液、それを用いた複合膜およびその製造方法 
 出 願 者 ： 立大学法人神戸大学, 他 1 社 
 発 明 者 ： 神尾英治, 他 4 名 
 出 願 日 ： 2026 年 2 月 13 日 
 出 願 番 号 ： 2026-021912 
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4. 発明等の名称 ： 分離膜、親水性化合物に富む組成物の製造方法、および分離方法 
 出 願 者 ： 国立大学法人神戸大学, 他 1 社 
 発 明 者 ： 吉岡朋久, 中川敬三, 他 3 名 
 出 願 日 ： 2025 年 8 月 27 日 
 出 願 番 号 ： 2025-141356 

(2) 特許（成立） 

1. 発明等の名称 ： 抗菌／アレルゲン低減組成物、並びに、菌の増殖抑制方法およびアレルゲン低減方法 
 出 願 者 ： 国立大学法人神戸大学 
 発 明 者 ： 市橋祐一, 西山覚, 谷屋啓太, 松山秀人, 熊谷和夫 
 登 録 日 ： 2026 年 3 月 18 日 
 登 録 番 号 ： 特許第 7836557 号 

2. 発明等の名称 ： ガス分離膜の製造方法、及びガス分離膜 
 出 願 者 ： 国立大学法人神戸大学 
 発 明 者 ： 吉岡朋久, 中川敬三, 新谷卓司, 他 3 名 
 登 録 日 ： 2025 年 7 月 8 日 
 登 録 番 号 ： 特許第 7709185 号 

 

② 受賞 

1. 賞 名： 2025 年度先端膜工学研究推進機構春季講演会 ポスター賞 
 表 彰 団 体 名： 先端膜工学研究推進機構 
 受 賞 者 名 井上亮汰 
 受 賞 対 象： キュバン型四核錯体からなる固体の有機溶媒蒸気・ガス吸着能 
 受 賞 年 月 日： 2026 年 3 月 23 日 

2. 賞 名： 神戸大学研究基盤センター若手フロンティア研究 2025 優秀賞（極低温部門） 
 表 彰 団 体 名： 神戸大学研究基盤センター 
 受 賞 者 名： 小篠 遥 
 受 賞 対 象： 金属錯体含有イオン液体を用いた配位化合物の光形成 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 12 月 25 日 

3. 賞 名： 第 15 回イオン液体討論会 優秀ポスター賞 
 表 彰 団 体 名： イオン液体研究会 
 受 賞 者 名： 井上亮汰 
 受 賞 対 象： 有機金属柔粘性イオン結晶の光反応による多核錯体の形成とその蒸気吸脱着特性 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 11 月 14 日 

4. 賞 名： 令和 7 年度神戸大学学長表彰（財務貢献者） 
 表 彰 団 体 名： 神戸大学 
 受 賞 者 名： 持田智行 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 10 月 16 日 

5. 賞 名： 優秀プレゼンテーション賞 
 表 彰 団 体 名： 複雑熱流体工学研究センター 
 受 賞 者 名： 大石海斗 
 受 賞 対 象： 多環芳香族化合物誘導体を光触媒として用いた CO2光触媒還元反応 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 8 月 5 日 

6. 賞 名： 化学工学会第 56 回秋季大会環境部会シンポジウム 最優秀学生発表賞 
 表 彰 団 体 名： 化学工学会環境部会 
 受 賞 者 名： 近本篤志 
 受 賞 対 象： 有機光触媒による可視光照射下での菌およびウイルスの不活化 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 9 月 17 日 

7. 賞 名： 化学工学会第 91 年会優秀学生賞 
 表 彰 団 体 名： 化学工学会 
 受 賞 者 名： 星原天真 
 受 賞 対 象： イオンゲル薄層と多孔性支持層のみで構成されるイオンゲル薄膜複合膜の創製 
 受 賞 年 月 日： 2026 年 3 月 18 日 

8. 賞 名： 第 28 回化学工学会学生発表会優秀賞 
 表 彰 団 体 名： 化学工学会 
 受 賞 者 名： 星原天真 
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 受 賞 対 象： イオンゲル層と多孔性支持膜で構成される CO2分離薄膜複合膜の創製 
 受 賞 年 月 日： 2026 年 3 月 7 日 

9. 賞 名： 第 28 回化学工学会学生発表会優秀賞 
 表 彰 団 体 名： 化学工学会 
 受 賞 者 名： 光畑凛太郎 
 受 賞 対 象： 促進輸送膜モジュールの高効率化を目指した水蒸気リサイクル型 CO2回収プロセスの開発 
 受 賞 年 月 日： 2026 年 3 月 7 日 

10. 賞 名： 第 37 回高分子ゲル研究討論会最優秀ポスター賞 
 表 彰 団 体 名： 高分子学会 
 受 賞 者 名： 森 晴 
 受 賞 対 象： Tetra-PEG イオンゲルのエネルギー弾性とイオン液体/ポリマー間相互作用の検討および力学特

性評価 
 受 賞 年 月 日： 2026 年 1 月 21 日 

11. 賞 名： 化学工学会吹田大会 2025 学生優秀研究発表賞 
 表 彰 団 体 名： 化学工学会 
 受 賞 者 名： 森 晴 
 受 賞 対 象： ゲルのエネルギー弾性と溶媒/ネットワーク間相互作用の関係に関する検討 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 11 月 12 日 

12. 賞 名： 膜シンポジウム 2025 学生賞 
 表 彰 団 体 名： 日本膜学会 
 受 賞 者 名： 砂池優和 
 受 賞 対 象： ブロックコポリマー修飾 PDMS 層を用いたイオンゲル薄膜複合膜の創製 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 11 月 28 日 

13. 賞 名： 化学工学会第 56 回秋季大会分離プロセス部会シンポジウム ポスター賞 
 表 彰 団 体 名： 化学工学会分離プロセス部会 
 受 賞 者 名： 大橋鴻樹 
 受 賞 対 象： 中空糸型促進輸送膜モジュールの CO2透過特性評価と性能評価モデルの構築 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 9 月 18 日 

14. 賞 名： 化学工学会第 56 回秋季大会分離プロセス部会シンポジウム ポスター賞 
 表 彰 団 体 名： 化学工学会分離プロセス部会 
 受 賞 者 名： 髙田健斗 
 受 賞 対 象： アミノ酸イオン液体型促進輸送膜を備える CO2分離膜モジュールの性能推算モデルの構築 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 9 月 18 日 

15. 賞 名： 膜シンポジウム 2025 学生賞 
 表 彰 団 体 名： 日本膜学会 
 受 賞 者 名： 松岡 希 
 受 賞 対 象： 酢酸エチル/エポキシ化合物混合系における疎水性シリカ膜の浸透気化分離特性 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 11 月 28 日 

16. 賞 名： 分離技術会年会 2025 企業奨励賞（株式会社神戸製鋼所賞） 
 表 彰 団 体 名： 分離技術会 
 受 賞 者 名： 藤澤 拓 
 受 賞 対 象： 分子動力学法による多孔性 TiO2-SiO2-OCL(有機キレート配位子)ガス分離膜の特性評価 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 11 月 1 日 

17. 賞 名： AMS15 Best Poster Presentation Award 
 表 彰 団 体 名： Aseanian Membrane Society 
 受 賞 者 名： 鈴木健竜 
 受 賞 対 象： Molecular dynamics simulation study on the transport mechanisms of organic solvent mixtures in 

ceramic nanopores 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 8 月 21 日 

18. 賞 名： 第 28 回化学工学会学生発表会優秀賞 
 表 彰 団 体 名： 化学工学会 
 受 賞 者 名： 塚田一裕 
 受 賞 対 象： 分子動力学シミュレーションによるポリアミド膜構造のモデル化 
 受 賞 年 月 日： 2026 年 3 月 7 日 

19. 賞 名： 応用化学クラブ卒業論文優秀発表賞 
 表 彰 団 体 名： 応用化学クラブ（神戸大学工学部応用化学科同窓会） 
 受 賞 者 名： 塚田一裕 
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 受 賞 対 象： 非平衡分子動力学法を用いたファウラント存在下のポリアミド膜における透過シミュレーショ
ン手法の開発 

 受 賞 年 月 日： 2026 年 3 月 25 日 
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【機能性薄膜研究部門】 

 

１． 構成員 

部門長   教 授  舟橋正浩  （工学研究科応用化学専攻） 

教 授  南 秀人 （工学研究科応用化学専攻） 

准教授  菰田悦之 （工学研究科応用化学専攻） 

准教授  堀家匠平 （環境保全推進センター/ 工学研究科応用化学専攻） 

助 教  鈴木登代子 （工学研究科応用化学専攻） 

助 教  秋山吾篤 （工学研究科応用化学専攻） 

助 手  小柴康子 （工学研究科応用化学専攻） 

 

２． 研究の概要と今年度の研究成果 

① 疎/親水二層膜を有する蓄熱剤を内包カプセル粒子の作製 （南・鈴木） 

 当研究グループでは, 独自に提起している懸濁重合法によるカプセル化法, 相分離自己組織化法(SaPSeP 法)

を応用することで, ヘキサデカン(HD)を含有したカプセル粒子(カプセル壁はポリジビニルベンゼン(PDVB))を

作製し, 熱物性に関する基礎的検討を行ってきた。検討を進めた結果, HD

の過冷却, 潜熱量の低下はカプセル壁近傍の HD が融解／凝固を起こさず

潜熱の発生に関与しなくなるために発現することが示され, より極性の高

いポリマー種を PDVB と共重合させたカプセル壁ほど, 過冷却や潜熱量低

下を抑制できると明らかにした。本年度は, さらにこれら熱物性の抑制を

目指し, 形態を保持する高架橋の外層シェルと極性成分が HD との界面を

もつ内層を構成した二層カプセルの作製を目指した。具体的には反応性

の大きく異なる共役モノマーの DVB と非共役モノマーで極性の高い酢酸

ビニル(VAc)系のモノマーを組み合わせ, 共役モノマーの DVB が先に重合

してシェル層を形成したのち, 非共役モノマーである VAc が重合し PDVB

シェルの内側で極性の高い PVAc 層が形成すると考えられる二層カプセル粒子の作製を試み, 熱物性について

測定した。 

図 7 には各モノマーの重合率-時間曲線を示した。重

合を開始して, DVB の重合が完結した 18 時間後におい

て, VAc の重合率は 20%にとどまり, ほとんどはそれ以

降に重合したため PDVB-rich 層と PVAc-rich 層の 2 層ポ

リマーの形成が示唆された。光学顕微鏡にて粒子の観

察を行ったところ,  PDVB/HD 粒子(図 8a)と比較すると, 

どちらの粒子でも重合後, 温度の低下に伴い HD の体積

が収縮し, 媒体である水が粒子内部に侵入し, 水ドメイ

ンを形成している様子が観察された。PDVB/HD 粒子内の水ドメインは HD 中で界面を最小にするため球形を

とるのに対し, P(DVB/VAc)/HD 粒子(図 8b)の場合にはカプセル内層に吸着した様子が確認され, 高い親水性の

図 7 DVB および VAc の重合率-
時間曲線 

図 8 (a) PDVB/HD および(b) P(DVB/VAc)/HD 
カプセル粒子の光学顕微鏡写真 
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内層を形成したことが裏付けられた。また, P(DVB/VAc)/HD 粒子の熱物性を測定すると,  PDVB シェルに内包

された HD と比べて P(DVB/VAc)シェルに内包された HD では, 過冷却では 73.6%, 潜熱量の低下では 17.3%の

抑制に成功した。 

 

② カーボンナノチューブの安定なドーピング技術の開発 （舟橋・堀家・秋山・小柴） 

カーボンナノチューブ（CNT）は優れた電荷

の輸送特性やゼーベック係数、機械強度、柔軟

性を併せ持つことから、次世代テラヘルツセン

サや熱電素子、トランジスタなどの候補材料と

して期待されている。こうしたデバイス応用に

向けては、p型と n型双方の材料が必要となるた

め、CNT に対してドーピングを施し、多数キャ

リアをホールと電子に作り分ける技術が必要と

なる。 

適切な酸化剤あるいは還元剤を適用すること

で、CNT とのあいだに電子の授受（電荷移動）

が生じ、それぞれ p 型または n 型のドープ状態

を形成する。しかし、そのドープ状態は安定性

に乏しく、とりわけ耐熱性を確保することはデバイス応用、重要な課題となる。例えば光センサや論理回路

は受光や電流印加によって発熱し、熱電素子は長期にわたって熱源に取り付けて利用される。それ故、デバ

イス駆動条件下（高温下）でいかにドープ状態を保持させるかが重要な開発要素となる。 

2025 年度は、三環式トリアミノメタンをドーパントとして用いた CNT 膜の n 型ドーピングを検討し、ドー

ピング状態の長期安定性を実現した。 

 

③ 電極スラリー内部構造のレオインピーダンス解析技術構築 （菰田） 

当研究グループでは、粒子分散液を対象として、分散操作と分散液内部構造の関係や、その内部構造が塗

布や乾燥工程に与える影響を調査している。スラリーの多くは直接観察ができないため、粘度や粘弾性とい

ったレオロジー解析を主軸とした構造解析手法を探索している。例えば、水中における導電助剤（アセチレ

ンブラック）の分散状態を調べるため、レオロジーに加えてインピーダンス測定を実施した。交流周波数域

に応じて電極間のマクロ構造とミクロ構造の導電率を分離することが可能になり、分散剤であるカルボキシ

メチルセルロース（CMC）濃度の影響を調べた。CMC 濃度 1wt%における電極間の高い導電性は、導電助剤

が系全体に広がる導電ネットワーク構造を形成していることを示している。さらに高い CMC 濃度においては

導電助剤が孤立し、CMC 水溶液が導電性を担うことがわかった。一方で、ミクロ構造の導電性は CMC 水溶

液よりも極めて大きく、CMC 濃度が高くなるほど著しい増加が見られた。CryoSEM による内部構造の観察か

ら、CMC が導電助剤に吸着し、導電助剤の連結構造を強化することが判明した。 

図 9 有機デバイス技術研究の展開 
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図 10 水系アセチレンブラック分散液の導電性と CryoSEM 観察 
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67. 舟橋正浩, 秋山吾篤, 小柴康子, 堀家匠平, 上村 忍, 拡張π共役強誘電性液晶の分極誘起電界発光における偏光面の
回転, 日本化学会第 106 春季年会, 日本大学船橋キャンパス, 2026 年 3 月 17 日- 20 日 

68. 菰田悦之, レオロジーから見たリチウムイオン電池電極作製工程における粒子の挙動, 第 15 回 Roll-to-Roll セミナ
ー, 京都, 2025 年 5 月 23 日【依頼講演】 

69. 菰田悦之, レオロジーから読み解く電極スラリーの内部構造と電池性能に対する影響, MS サイエンティフィック
セミナー「技術革新の鍵：電極スラリーと濃厚分散系の最前線」, 大阪, 2025 年 5 月 30 日【依頼講演】 

70. 菰田悦之, 撹拌・混合技術の操作・設計基礎と最新情報「均相系の撹拌」, 第 59 回化学工学の進歩講習会・2025
年度ミキシング夏期セミナー「撹拌・混合技術の操作・設計基礎と最新情報」, 名古屋, 2025 年 8 月 28 日- 29 日 

71. 小寺健太, 中川原萌子, 大田一歩, 増田勇人, 菰田悦之, 大村直人, 液滴衝突合体プロセスの動的混合挙動, 化学工学
会第 56 回秋季大会, 芝浦工業大学豊洲キャンパス, 2025 年 9 月 16 日- 18 日, EH104 

72. 有井 亮, 菰田悦之, 大村直人, 正逆交互回転するアンカー翼が誘起した混合不良領域のダイナミクス, 化学工学会第
56 回秋季大会, 芝浦工業大学豊洲キャンパス, 2025 年 9 月 16 日- 18 日, CF209 

73. 小川晃良, 菰田悦之, 大村直人, 時間領域 NMR を用いた水/アルコール溶媒中のアイオノマー分散に関する研究, 化
学工学会第 56 回秋季大会, 芝浦工業大学豊洲キャンパス, 2025 年 9 月 16 日- 18 日, ED304 

74. 菰田悦之, 藤本洋輔, 斎藤凪生, 大村直人, LiB 正極スラリーのシアシニング挙動に対する粒子体積分率の寄与, 第 73 
回レオロジー討論会, 長岡, 2025 年 10 月 14 日- 16 日, 3C17 

75. 悦永遼太, 菰田悦之, 大村直人, セルロースナノファイバーを用いたラテックス分散液のレオロジー制御, 第 73 回
レオロジー討論会, 長岡, 2025 年 10 月 14 日- 16 日, P75 

76. 藤田晃大郎, 菰田悦之, 大村直人, 振動式粘度計を用いたスラリーの沈降挙動解析, 第 73 回レオロジー討論会, 長岡, 
2025 年 10 月 14 日- 16 日, 3C10 

77. 菰田悦之, 谷定俊輝, 大村直人, リチウムイオン電池正極スラリー内部構造のレオインピーダンス解析－分散操作, 
活物質濃度の影響－, 第 66 回電池討論会, 名古屋, 2025 年 11 月 18 日-20 日, 1E04 

78. 曽山竜誠, 菰田悦之, 大村直人, 西川明良, 石田久征, リチウムイオン電池用高濃度水系助剤スラリーの分散性およ
び内部構造解明, 第 66 回電池討論会, 名古屋, 2025 年 11 月 18 日- 20 日, 1E08 

79. 小川晃良, 菰田悦之, 大村直人, 時間領域 NMR を用いた燃料電池触媒インクの内部構造に関する研究, 第 66 回電池
討論会, 名古屋, 2025 年 11 月 18 日- 20 日, 2I01 

80. 横谷陸哉, 山元果乃, 田中祐一郎, 加藤海里, 河原達樹, 菰田悦之, 大村直人, 間隙幅の狭いテイラー・クエット 流系
におけるスラグ流動特性, 化学工学会吹田大会 2025, 関西大学千里山キャンパス, 2025 年 11 月 11 日- 12 日, C126 

81. 田中祐一郎, 横谷陸哉, 山元果乃, 加藤海里, 河原達樹, 菰田悦之, 大村直人, テイラー・クエット流反応装置を用い
た連続晶析プロセスにおける多形制御, 化学工学会吹田大会 2025, 関西大学千里山キャンパス, 2025 年 11 月 11 日- 
12 日, B202 

82. 菰田悦之, 電池材料における分散凝集の評価-水中におけるカーボンナノチューブの分散状態評価と導電性に対す
る影響-, 第 27 回 関西コロイド・界面実践講座, 京都, 1 月(2026)【依頼講演】 

83. 菰田悦之, 〜電子顕微鏡と材料物性の連携が挑む液状材料構造研究のフロンティア〜燃料電池触媒インク内部構
造のレオロジー解析, 液状材料の微細構造研究部会 2025 年度研究討論会, 横須賀, 1 月(2026)【依頼講演】 

84. 藤本洋輔, 菰田悦之, 大村直人, リチウムイオン電池正極スラリーの内部構造に対する導電助剤低濃度化の影響, 化
学工学会第 91 年会, 京都大学吉田キャンパス, 2026 年 3 月 17 日-19 日, PC288 

85. 小林 颯, 菰田悦之, 大村直人, リチウムイオン電池正極スラリー高濃度化に伴う塗布膜乾燥過程の変化, 化学工学会
第 91 年会, 京都大学吉田キャンパス, 2026 年 3 月 17 日-19 日, PC291 

86. 横谷陸哉, 山元果乃, 加藤海里, 河原達樹, 菰田悦之, 大村直人, テイラー渦流反応器における気液スラグ流動特性, 化
学工学会第 91 年会, 京都大学吉田キャンパス, 2026 年 3 月 17 日-19 日, L305 

87. 菰田悦之, 小川晃良, 森下陽樹, 大村直人, 時間領域 NMR 緩和特性に基づく混合溶媒系の多成分プロトン解析, 化学
工学会第 91 年会, 京都大学吉田キャンパス, 2026 年 3 月 17 日-19 日, K317 

 

③ 著書 

1. 鈴木登代子, 南 秀人, 分散・凝集技術ハンドブック：第３章, 第１節「高分子微粒子」 （分担執筆）, エヌ・ティ
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ー・エス出版, 全536頁, pp.238-243 (2025) 

2. 舟橋正浩, 秋山吾篤, 強誘電体研究の新展開, エヌ・ティー・エス, （分担執筆）第2編・第1章・第5節「拡張π共役
強誘電性液晶のバルク光起電力効果と分極誘起電界発光」pp. 222-231 (2025) 

3. S. Kobatake and H. Uekusa ed. “Advances in Organic Crystal Chemistry Comprehensive Reviews 2025 on Crystal Functions” 
M. Funahashi (Chapter 9, “Polarization-Induced Phenomena in Ferroelectric Liquid Crystals Comprising of Extended π-
Conjugated Units” pp. 191-211): Springer-Nature (2025) 

4. 菰田悦之, 他, 塗工（塗布・乾燥）プロセスの基礎と実践 ～電池電極への展開／トラブル対策／シミュレーショ
ン～, R&D支援センター, （分担執筆）, 第7章第8節 (2025.12.24) 

 

４． 競争的資金 

① 科学研究費補助金 

1. 基盤研究（B）「カーボンナノチューブの錯体化学と安定化技術（Ⅱ）」代表：堀家匠平（4,400 千円） 

2. 基盤研究（C）「ビーズミルを用いた平板状高分子微粒子の作製法の確立」代表：鈴木登代子（1,300 千円） 

3. 基盤研究（C）「骨形成を模倣した物性変化型 4D マテリアルの創出」分担：南 秀人（500 千円） 

4. 基盤研究（A）「生体心臓に最適化した超フレキ有機圧電発電/拍動検知フィルムの開発と体内駆動」 
分担：小柴康子（500 千円） 

 

② 共同型協力研究 

1. 南 秀人 3 件（3,450 千円） 

2. 舟橋正浩 1 件（4,000 千円） 

3. 小柴康子 1 件（500 千円） 

4. 菰田悦之 5 件（9,430 千円） 

 

③ 受託研究, 研究助成等 

1. 国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO） 
「高耐食性・高耐久性導電ナノコンポジットフィルムの技術開発」代表：南 秀人（10,700 千円） 

2. 国立研究開発法人 科学技術振興機構（JST）戦略的創造研究推進事業「CREST」 
「カーボネート結合に基づく高分子材料循環システムの構築（代表：千葉大青木）」 
主たる共同研究者：南 秀人（3,600 千円） 

3. 国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）未踏チャレンジ 2050 
「昇圧回路不要の熱電発電デバイス」代表：堀家匠平（10,000 千円） 

4. 国立研究開発法人 科学技術振興機構（JST） 研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP） 
「IoT センサ用の超軽量・長寿命有機熱電変換モジュールの開発」代表：堀家匠平（6,396 千円） 

5. 国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）官民による若手研究者発掘支援事業（若サポ） 
「白金・パラジウム不要の高感度水素ガスセンサ」代表：堀家匠平（1,105 千円） 

6. 天野工業技術研究所研究助成（後期）「有機熱電材料用の新規 n 型ドーピング剤の開発」 
代表：堀家匠平（3,605 千円） 

7. 国立研究開発法人 科学技術振興機構（JST）共創の場形成支援プログラム 
「ナノコーティングが再生する環境未来都市共創拠点, 代表者：杉本泰」代表：堀家匠平（4,500 千円） 

8. 川西記念新明和教育財団研究助成「n 型カーボンナノチューブにおける錯体化学と安定化技術」 
代表：堀家匠平（1,000 千円） 

9. 戸部眞紀財団研究助成「カーボンナノチューブの二酸化炭素吸蔵効果に関する研究」 
代表：堀家匠平（1,000 千円） 

10. フジクラ財団研究助成「拡張 π 電子共役強誘電性液晶を用いた極性反転ダイオードの開発」 
代表：舟橋正浩（1,500 千円） 

11. フジシール財団研究助成「拡張 π 共役強誘電性液晶を用いる偏光制御電界発光シートの開発」 
代表：舟橋正浩（3,000 千円） 

12. ノーリツぬくもり財団研究助成「強誘電性液晶を利用した革新的太陽電池－空間電荷と分極電荷の制御による特
性向上」代表：舟橋正浩（3,000 千円） 
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④ 奨学寄附金等 

1. 南 秀人 5 件（3,000 千円）  

2. 鈴木登代子 1 件（500 千円） 

3. 南 秀人 学術相談 1 件（600 千円） 

4. 舟橋正浩 1 件（500 千円） 

5. 秋山吾篤 1 件（100 千円） 

6. 菰田悦之 1 件 （750 千円） 

 

５． 特記事項 

① 特許権等知的財産 

(1) 出願 

1. 発明等の名称：ポリイミド中空粒子, およびポリイミド中空粒子の製造方法 
発明者：菊池秀, 松野晋弥, 南秀人, 鈴木登代子, 堀明子, 舘秀樹 
出願番号：特願 2025-080408 

2. 発明等の名称： 熱電変換モジュールおよびプリント配線基板の作製方法 
発明者：堀家匠平, 衛慶碩 
出願番号：特願 2025-129637 

3. 発明等の名称：電極スラリー製造用溶媒および／又は分散媒のスクリーニング方法, 電極スラリーの製造方法な
らびに電極スラリー 
発明者：菰田悦之, 鈴木航祐 
出願番号：特願 2025-104779 

 

   (2) 登録 

1. 発明等の名称：熱安定性に優れたｎ型ドーピング剤, 熱電変換素子, 熱電モジュールおよびナノカーボン材料のｎ
型ドーピング方法 
発明者： 堀家匠平, 桐原和大, 向田雅一, 衛慶硯, 加藤雄一, 物部浩達, 杉野卓司 
出願番号：特許第 7837037 号 

2. 発明等の名称：熱電キャパシタ及び熱電キャパシタの使用方法 
発明者： 堀家匠平, 衛慶碩, 桐原和大, 向田雅一 
出願番号：特許第 7673951 号 

3. 発明等の名称：撹拌・脱泡処理システム及び撹拌・脱泡処理方法 
発明者 菰田悦之, 高岡文彦, 中村友紀 
登録番号：特許第 7854656 号 
 

② 受賞 

1. 賞 名： 学会賞 
 表 彰 団 体 名： 日本接着学会 
 受 賞 者 名 南 秀人 
 受 賞 対 象： 高分子粒子の界面制御によるコロイド構造体についての研究 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 6 月 30 日 

2. 賞 名： 日本液晶学会 論文賞 A 部門（b 分野） 
 表 彰 団 体 名： 日本液晶学会 
 受 賞 者 名： 秋山吾篤 
 受 賞 対 象： Room-Temperature Ferroelectric Columnar Liquid Crystals Driven by a Low Electric Field 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 9 月 12 日 

3. 賞 名： 2025 年日本液晶学会討論会 若葉賞 
 表 彰 団 体 名： 日本液晶学会 
 受 賞 者 名： 西村大樹 
 受 賞 対 象： 拡張π共役強誘電性液晶における電気伝導状態の双安定性及び電界発光 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 9 月 12 日 

4. 賞 名： 粒子・流体プロセス部会 2025 年度動画賞（技術部門） 
 表 彰 団 体 名： 化学工学会粒子・流体プロセス部会 
 受 賞 者 名： 有井 亮 
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 受 賞 対 象： 正逆交互回転アンカー翼が誘起した混合不良領域のダイナミクス 
 受 賞 年 月： 2025 年 12 月 

5. 賞 名： 化学工学会第 56 回秋季大会粒子・流体プロセス部会シンポジウム賞（プレゼンテーション賞）
 表 彰 団 体 名： 化学工学会粒子・流体プロセス部会 
 受 賞 者 名： 有井 亮 
 受 賞 対 象： 正逆交互回転アンカー翼が誘起した混合不良領域のダイナミクス 
 受 賞 年 月： 2025 年 10 月 

6. 賞 名： JSCM Most Accessed Paper Award 2025 
 表 彰 団 体 名： 色材協会 
 受 賞 者 名： 宮内恭子, 中井豊明, 熊谷友希, 畑田航輝, 菰田悦之 
 受 賞 対 象： 膜収縮に基づく金属粉ペースト塗布層の乾燥挙動解析, J. Jpn. Soc. Colour Mater., 97(7), 185-191 

(2024) 
 受 賞 年 月： 2026 年 2 月 

7. 賞 名： 令和 7 年度神戸大学学長表彰（財務貢献者） 
 表 彰 団 体 名： 神戸大学 
 受 賞 者 名： 南 秀人 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 10 月 16 日 

8. 賞 名： 令和 7 年度神戸大学学長表彰（財務貢献者） 
 表 彰 団 体 名： 神戸大学 
 受 賞 者 名： 堀家匠平 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 10 月 16 日 
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【膜合成バイオプロセス研究部門】 

 

１． 構成員 

     部門長   教 授     丸山達生  （工学研究科応用化学専攻） 

教 授     岡野健太郎（工学研究科応用化学専攻） 

教 授    荻野千秋  （工学研究科応用化学専攻） 

特命教授   塩見尚史  （先端膜工学研究センター） 

准教授     中川敬三  （科学技術イノベーション研究科） 

准教授     山口 渉   （工学研究科応用化学専攻） 

助 教      森田健太  （工学研究科応用化学専攻） 

特命助教   杉田 翔一  （先端膜工学研究センター） 

客員教授   森 敦紀  （先端膜工学研究センター） 

 

２． 研究の概要と今年度の研究成果 

① 膜材料合成のための有機合成反応開発の開発 

膜材料を合成するために、炭素–炭素結合を効率よく形成する反応の開発に取り組んでいる。2025 年度は、

上記の結合を形成するための起点となるハロゲン原子を移動させ、幅広い材料合成に資するハロゲンダンス

と呼ばれる反応を開発した。 

 

② 新規マイクロファイバーの開発と医療用途への利用 

 動物細胞の固定化に優れた新規マイクロファイバー（MF）を開

発した。そして、この MF シートに間葉系間質細胞を高密度に固定

化することで、高純度エクソソームの生産法を開発し、それを軟骨

に分化することで変形性膝軟骨関節症の治療用の軟骨（図 11左）を

作製した。また、超微量(1－3μL)の血液から血漿のみを展開分離で

きる膜（図 11 右）として POCT への利用を検討している。 

 

③ 合成機能性高分子の単純塗布による材料表面機能化 

合成機能性高分子の単純塗布による材料表面機能化を紙に対して行い、新たなバイオセンサーの開発を行

った。側鎖にチオール応答性蛍光プローブを有するポリマー（PMFAc）を紙基板上に固定化し、生体チオー

ルを簡便に可視化できる試験紙を開発した。システイン（Cys）およびグルタチオン（GSH）に対して濃度

依存的な蛍光応答を示し、Cys では 1–50 µM、GSH では 1–100 µM の範囲で良好な直線性を示した。検出限

界はそれぞれ 14.4 µM および 40 µM であった。また、他のアミノ酸やタンパク質にはほとんど応答せず、高

い選択性を示した。さらに、細胞懸濁液中の生体チオール濃度を従来法と同等の精度で定量可能であった。 

 

④  膜分離技術を利用したバイオ由来有機化合物の高効率生産プロセスの構築 

 様々な膜分離技術を駆使したバイオ由来化合物の高効率生産プロセスの開発を行っている。2025 年度は、

図 11 左：軟骨様組織, 右：血漿分離 
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有機酸の高効率膜抽出プロセスの開発をおこなった。中空糸膜モジュールを利用して、有機酸の膜抽出に適

した抽出剤の選定や、比率などの抽出条件の最適化を行った。その他、異なる膜材質を利用した膜抽出操作、

またバイオプロセスへの応用を目的としたナノろ過膜の開発に関する検討をおこなった。 

 

⑤ バイオ由来有機化合物の高効率生産プロセスの構築 

様々な膜分離技術を駆使したバイオ由来化合物の高効率生産プロセスの開発を行っている。2024 年度に引

き続き、2025 年度も膜抽出法を利用したバイオ由来化合物の高効率バイオ生産プロセスの開発をおこなった。

フェノール生産菌により生産されたフェノールを、中空糸膜モジュールを用いた連続的膜抽出操作により、

フェノール生産菌の生育阻害の影響を軽減させ、従来培養法を上回るバイオフェノールの生産に成功した。

その他、異なる膜材質を利用した膜抽出操作、またバイオプロセスへの応用を目的としたナノろ過膜の開発

に関する検討をおこなった。 

 

３． 研究業績 

① 学術誌掲載論文 

1. Y. Feng, A. Mori, K. Okano, Regioselective Deprotonative Metalation of Heteroarenes with a Combination of 
Lithium Amide and Zinc Chloride Diamine Complex, The Journal of Organic Chemistry, 90, 12007-12016 (2025)
【Highlighted in Synfacts, 21, 1188 (2025)】 

2. Kinari Inaba, Tomoko Moriwaki, Maruyama Tatsuo, Morita Kenta, Long-term stabilization of hydrogen peroxide 
on paper-based analytical devices incorporating titanium dioxide nanoparticles, ACS Appl. Nano Mater., 8, 15572-
15580 (2025) 

3. K. Morita, S. Seguchi, A. Hayashi, H. Miwa, S. Uchida, K. Sugimoto, E. Chatani, A. Tamura, T. Maruyama, A 
Chirality-Guided Molecular Recognition Strategy for Targeting Intrinsically Disordered Proteins, Chem. - Eur. J., 
32, e70889 (2026) 

4. K. Morita, S. Kawasaki, T. Yashiro, R. Futai, C. Kin, A. Nakahashi, H. Amo, Y. Kitayama, T. Aoi, M. Koyanagi-
Aoi, T. Maruyama, Ready-to-use cryopreservation of undifferentiated induced pluripotent stem cells (iPSCs) 
without detachment from culture plates using D-proline and a synthetic polymer, Biochem. Eng. J. 227, 110041 
(2026) 

5. H. Amo, N. Sasaki, T. Saijyou, R. Kawabata, K. Morita, T. Maruyama, Paper-Based Analytical Device Coated 
with a Fluorescent Polymer for the Visual Detection of Biothiols, Langmuir, 41, 25885-25892 (2025) 

6. Zheng Wang, Keizo Nakagawa, Kecheng Guan, Mengyang Hu, Zhaohuan Mai, Wenming Fu, Qin Shen, Yasunao 
Okamoto, Atsushi Matsuoka, Eiji Kamio, Tomohisa Yoshioka, Hideto Matsuyama, Self-Aggregation Control of 
Porphyrin for Enhanced Selective Covalent Organic Network Membranes, Small, 21, 2407986 (2025) 

7. Zheng Wang, Keizo Nakagawa, Kecheng Guan, Aiwen Zhang, Yasunao Okamoto, Atsushi Matsuoka, Eiji Kamio, 
Tomohisa Yoshioka, and Hideto Matsuyama, Fe-O-Fe-bridged Porphyrin Network Membranes for Solvent-
resistant Nanofiltration, Journal of Membrane Science, 737, 124485 (2026) 

8. Kana Moriguchi, Keizo Nakagawa, Noel Dow, Yasunao Okamoto, Atsushi Matsuoka, Eiji Kamio, Hideto 
Matsuyama, Mikel Duke, and Tomohisa Yoshioka, Enhanced phenol photodegradation in light-transmitting 
photocatalytic membrane reactor with TiO2 supported inside porous glass substrate, Journal of Environmental 
Chemical Engineering, 13(5), 118600 (2025)  

9. Xiao Xu, Keizo Nakagawa, Kazuo Kumagai, Xueru Yan, Zhaohuan Mai, Susumu Hasegawa, Tomohisa Yoshioka, 
and Hideto Matsuyama, Evaluation of simultaneous recovery of NH4+_N and high-purity water from wastewaters 
by OARO-RO, Journal of Membrane Science, 738, 124867 (2026) 

10. Muhammad Prayogie Aulia, Keizo Nakagawa, Tooru Kitagawa, Yasunao Okamoto, Ralph Rolly Gonzales, 
Zhaohuan Mai, Atsushi Matsuoka, Eiji Kamio, Tomohisa Yoshioka, Sri Mulyati, Nasrul Arahman, and Hideto 
Matsuyama, Tuning membrane structure and fouling resistance via fluorine-free hydrophobic modification: Chitin 
propionate-polyketone membrane for efficient water-oil separation, Journal of Membrane Science, 739, 124891 
(2026) 

11. Yoshito Maezaka, Keizo Nakagawa, Kecheng Guan, Erda Deng, Tooru Kitagawa, Yasunao Okamoto, Atsushi 
Matsuoka, Eiji Kamio, Tomohisa Yoshioka, and Hideto Matsuyama, Fluorine-containing porphyrin-modified 
graphene oxide laminar membranes for organic solvent nanofiltration, ACS Applied Nano Materials, 9(2), 1284-
1294 (2026) 
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12. WK Restu, F Rusumayanti, M Septiyanti, N Aryana, RS Mawarni, Y Meliana, D Sondari, W Fatriasari, C Ogino, 
Formulation and Characteristics of Sunscreen Cream based on Isolated Lignin from Oil Palm Empty Fruit Bunch 
(OPEFB): Formulation and Characteristics of Sunscreen Cream, Jurnal Sains Materi Indonesia, 26 (2), 122-130 
(2025) 

13. Aliyah, FJN Putra, H Minamimoto, Y Mori, P Kahar, MI Syauqi, C Ogino, Microbial Electrosynthesis for 
Sustainable Polyhydroxybutyrate Production from CO2 Using Bismuth Nanoparticles, ChemElectroChem, 12(14), 
e202500094 (2025) 

14. HK Horiguchi, S Yamada, H Semba, H Tsuboi, T Bogaki, A Koda, K Ishikawa, Y Mori, C Ogino, M Takagi, Y 
Tsujino, Design of a thermostable bilirubin oxidase from Myrothecium verrucaria, J. Biosci. Bioeng., 140(2), 59-
65 (2025) 

15. D Absharina, FJN Putra, C Ogino, S Kocsubé, C Veres, C Vágvölgyi, Bacterial cellulose production in co-culture 
systems: opportunities, challenges, and future directions, Applied Microbiology, 5(3), 92 (2025) 

16. S Wakai, N Nakashima, H Tsutsumi, Y Hata, F Baihaqqi, A Kondo, C Ogino, Efficient isoprimeverose production 
using an enzyme cocktail from engineered Aspergillus oryzae and yeast-assisted purification, Enzyme and 
Microbial Technology, 190, 110698 (2025) 

17. F Baihaqqi, S Wakai, FJN Putra, T Suzuki, Y Ikeya, P Kahar, Y Mori, A Kondo, C Ogino, Enhancing 
isoprimeverose-producing enzyme in genetically engineered Aspergillus oryzae through impeller shape and pH 
control for the large-scale fermentation, Enzyme and Microbial Technology, 192, 110758 (2025) 

18. H Akasaka, M Nakahana, M Nakayama, K Morita, M Salah, N Mukumoto, Y Shimizu, R Zhangzhu, C Ogino, C 
Cortez-Jugo, J J Richardson, F Caruso, R Sasaki, Polyphenol-Mediated Antibody Functionalization of Titanium 
Peroxide Nanoparticles for Cancer Cell Targeting, ACS Applied Bio Materials, 8(12), 10953-10964 (2025) 

19. T Seike, K Prihardi, C Ogino, F Matsuda, Exploration of Yeast Species Suitable for Preparation of Stable Isotope–
Labeled Internal Standards Extracts (SILIS), Mass Spectrometry, 14(1), A0177-A0177 (2025) 

20. D Rahmasari, P Kahar, FJN Putra, C Ogino, Physiological and Metabolic Challenges of Flocculating 
Saccharomyces cerevisiae in D-Lactic Acid Fermentation Under High-Glucose and Inhibitory Conditions, 
Processes, 13(11), 3723 (2025) 

21. N Rachmadona, P Kahar, AB Juanssilfero, FS Nurrusyda, DASLA Dewi, I Kurnia, I Rahayu, C Ogino, Evaluation 
of lipid production efficiency using palm oil mill effluent as a carbon source by Lipomyces starkeyi, Biomass 
Conversion and Biorefinery, 15(23), 30561-30570 (2025) 

22. QAA Adzkia, AR Noviyanti, Y Cahyana, Y Rukayadi, C Ogino, FJN Putra, Sustainable antibacterial films from 
cellulose acetate and hydroxyapatite: A green approach to food packaging, Results in Chemistry, 20, 102973 
(2026) 

23. TT Manhongo, FJN Putra, C Mbohwa, C Ogino, Techno-economic feasibility and environmental impacts of an 
integrated process for co-producing bioethanol and Lipomyces starkeyi-based microbial lipids from oil palm 
processing residues, Chemical Engineering Science, 327, 123555 (2026) 

24. T Yamada, P Apriliana, P Kahar, T Kobayashi, Y Mori, C Ogino, Genome-Scale Modeling-Guided Metabolic 
Engineering Enables Heterologous Production of 3-Amino-4-hydroxybenzoic Acid in Streptomyces 
thermoviolaceus, Fermentation, 12(2), 108 (2026) 

25. A Ishioka, P Kahar, T Nagano, NA Ahmad Zain, Y Mori, C Ogino, Process-Driven Acetate-Based Lipid 
Production by the Oleaginous Yeast Lipomyces starkeyi, Microorganisms, 14(3), 608 (2026) 

26. NAA Zain, P Kahar, C Ogino, Dimorphism of oleaginous yeast Meyerozyma guilliermondii during single-cell oil 
production under decanoic acid stress, World Journal of Microbiology and Biotechnology, 42(3), 143(2026) 

 

② 学会発表 

（１） 国際会議発表論文 

1. Kentaro Okano, Halogen dance enabled by controlling the reactivity of organolithium and organomagnesium compounds, The 
International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2025 (Pacifichem 2025), Honolulu, USA, December 14-21, 2025
【招待講演】 

2. S. Ikeda, K. Okano, S. Yamaguchi, Ni3C Nanoparticle Catalyst for Selective Reductive Amination of Biomass-Derived 
Oxygenates into Diamines, Osaka-Kansai International Symposium on Catalysis (OKCAT2025), Osaka, November, 28-29, 
2025 

3. Ogawa Keiji, Yoshida Sarina, Saijo Takahiro, Morita Kenta, Maruyama Tatsuo, Adhesive-free direct adhesion between PETs 
via covalent bond formation, International Workshop on Membrane in Kobe 2025, Kobe (2025.11.13) 

4. Satoru Uchida, Haruhiko Miwa, Shiho Seguchi, Kenta Mortia, Tatsuo Maruyama, Stereocomplex formation of peptides to 
immobilize functional molecules, 14th International Colloids Conference: Elsevier, San Sebastian, Spain, June 15–18, 2025
【査読有り】 
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5. Gaku HIRATA, Toshihisa KIMURA, Kenta MORITA, Tatsuo MARUYAMA, Development of a biocompatible, peptide-
based ligand for a phosphate group, 14th International Colloids Conference: Elsevier, San Sebastian, Spain, June 15–18, 2025
【査読有り】 

6. Takahiro Saijyo, Yusuke Kanki, Kenta Morita and Tatsuo Maruyama, Biosensing on a hydrophobic surface prepared with 
fluoropolymer coating on paper, 14th International Colloids Conference: Elsevier, San Sebastian, Spain, June 15–18, 2025
【査読有り】 

7. Ogata Kenta, Yoshida Sarina, Morita Kenta, Maruyama Tatsuo, Creation of dark-active antimicrobial surfaces using hydrogen 
peroxide and titanium dioxide nanoparticles, 14th International Colloids Conference: Elsevier, San Sebastian, Spain, June 15–
18, 2025【査読有り】 

8. Shinya Kawasaki, Riku Umemura, Natsumi Shimizu, Morita Kenta, Maruyama Tatsuo, Development of anticancer peptide 
lipid micelles exhibiting tumor recognition ability, 14th International Colloids Conference: Elsevier, San Sebastian, Spain, 
June 15–18, 2025【査読有り】 

9. Toshiharu Fukushima, Syunsuke Habe, Kenta Morita, Tatsuo Maruyama, Development of chelating additives for self-
degradation of plastics in the marine environment, International Workshop on Membrane in Kobe 2025, Kobe, November 13–
14, 2025 

10. Kinari Inaba, Kenta Ogata, Maruyama Tatsuo, Morita Kenta, Long-term preservation of hydrogen peroxide on paper-based 
analytical devices incorporating titanium dioxide nanoparticles, International Workshop on Membrane in Kobe 2025, Kobe, 
November 13–14, 2025 

11. Keizo NAKAGAWA, Zheng WANG, Tomohisa YOSHIOKA, Hideto MATSUYAMA, Porphyrin-based regular pore network 
formation for improved molecular separation, 4th International Workshop on Membrane Distillation and Innovating Membrane 
Operations in Desalination and Water Reuse (MD-Cetraro2025), Grand Hotel San Michele, Cetraro, Italy, June 4-6 (2025) 
【INVITED LECTURE】 

12. Yoshito MAEZAKA, Keizo NAKAGAWA, Kecheng GUAN, Tooru KITAGAWA, Yasunao OKAMOTO, Atsushi 
MATSUOKA, Eiji KAMIO, Tomohisa YOSHIOKA, Hideto MATSUYAMA, Preparation of fuluorine containing porphyrin-
modified graphene oxide for organic solvent nanofiltration, 4th International Workshop on Membrane Distillation and 
Innovating Membrane Operations in Desalination and Water Reuse (MD-Cetraro2025), Grand Hotel San Michele, Cetraro, 
Italy, June 4-6 (2025) 

13. Keizo NAKAGAWA, Zheng WANG, Kecheng GUAN, Yasunao OKAMOTO, Atsushi MATSUOKA, Eiji KAMIO, Tomohisa 
YOSHIOKA, Hideto MATSUYAMA, Improved molecular selectivity of ordered polyamide network channels formed by self-
aggregation of porphyrins, 15th Conference of the Aseanian Membrane Society (AMS15), Kuala Lumpur, Malaysia, 19-21 
August (2025) 

14. Muhammad Prayogie AULIA, Keizo NAKAGAWA, Tooru KITAGAWA, Yasunao OKAMOTO, Atsushi MATSUOKA, Eiji 
KAMIO, Tomohisa YOSHIOKA, Ralph Rolly GONZALES, Nasrul ARAHMAN, Hideto MATSUYAMA, Tuning Membrane 
Structure and Fouling Resistance with Chitin-Based Additives: Study on Polyketone-Chitin Propionate Membrane for Water-
Oil Separation, 15th Conference of the Aseanian Membrane Society (AMS15), Kuala Lumpur, Malaysia, 19-21 August (2025) 

15. Koichi TAKADA, Akinoro OKADA, Tooru KITAGAWA, Keizo NAKAGAWA, Tomohisa YOSHIOKA, Joji KADOTA, 
Effect of molecular structure of poly(lactic acid) on membrane structure and performance of the poly(lactic acid) ultrafiltration 
membranes, 15th Conference of the Aseanian Membrane Society (AMS15), Kuala Lumpur, Malaysia, 19-21 August (2025) 

16. Keizo Nakagawa, Development of Porphyrin-Based Ordered Polyamide Network Nanochannels for Improved Molecular 
Separation, 1st Korea-Japan Membrane Workshop, Daejon, South Korea, 17-18 December (2025) 【INVITED LECTURE】 

  

(2) 国内会議発表論文 

1. 羽地恵理子, 樋口昇吾, 井上拳悟, 森 敦紀, 岡野健太郎, ハロゲンダンスを加速させるアリールトリフルオロボラー
ト触媒のトリフルオロボリル基の置換位置および対カチオンへの活性への影響（口頭）, 日本化学会第 106 春季
年会, 日本大学船橋キャンパス, E1143-1am-06, 2026 年 3 月 17 日- 20 日 

2. 八代彩乃, 池田柊一, 岡野健太郎, 山口 渉, 常圧水素下でバイオマス由来糖類の還元的アミノ化反応を促進する担持
パラジウムナノ粒子触媒の開発（口頭）, 日本化学会第 106 春季年会, 日本大学船橋キャンパス, E1123-1vn-01, 
2026 年 3 月 17 日- 20 日 

3. Hayato Nishimoto, Taiki Takahashi, Kengo Inoue, Yuxuan Feng, Sho Yamaguchi, Atsunori Mori, Kentaro Okano, Switchable 
Halogen Dance of Bromoazolylmagnesiums (Oral), The 106th CSJ Annual Meeting, Nihon University Funabashi Campus, 
E1143-2pm-05, March 17-20, 2026 

4. 中川瑞葵, 三原史誉, 江草ひなた, 森 敦紀, 岡野健太郎, 可視光レドックス触媒を用いたインドール２位への α-スル
ホニルエステルの導入（口頭）, 日本化学会第 106 春季年会, 日本大学船橋キャンパス, E1141-2pm-14, 2026 年 3 月
17 日- 20 日 

5. 富嶋日哉, 松山大智, 山口 渉, 森 敦紀, 岡野健太郎, 橋架けされたジアリールカリックス[4]アレーンの合成（口頭）, 
日本化学会第 106 春季年会, 日本大学船橋キャンパス, E1113-3pm-07, 2026 年 3 月 17 日- 20 日 

6. 山口 渉 , 触媒を用いた天然炭素資源を原料とするモノづくり, 第 18 回サイエンスフェア in 兵庫, 2026 年 1 月 25 日
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【依頼講演】 

7. 岡野健太郎, 芳香族炭素アニオンの反応制御を鍵とするハロゲンダンス, 2025 ハロゲン利用ミニシンポジウム -第
17 回臭素化学懇話会年会 in 松山, 愛媛大学城北キャンパス, 2025 年 11 月 28 日【依頼講演】 

8. 樋口昇吾, 羽地 恵理子, 井上拳悟, 森 敦紀, 岡野健太郎, ベンゾチエニルトリフルオロボラート触媒によるハロゲン
ダンスの加速（口頭およびポスター）優秀発表賞受賞, 第 127 回有機合成シンポジウム, 早稲田大学国際会議場, 
OP-16, 2025 年 11 月 6 日- 7 日 

9. 杉田翔一, 岡野健太郎, 森 敦紀, 金属抽出剤の開発を志向したアルキル化フェナントロリンの合成（口頭）, 第 54
回複素環化学討論会, 東京大学本郷キャンパス, O2-08, 2025 年 10 月 9 日- 11 日 

10. 松本菜音, 児玉浩一, 橋本礼央, 松山芽以, 中川瑞葵, 森 敦紀, 岡野健太郎, 異なる縮環様式をもつチエノアセンおよ
びその誘導体の選択的合成（ポスター）優秀ポスター賞受賞, 第 41 回有機合成化学セミナー, 郡山市郡山公会堂, 
P-33, 2025 年 9 月 25 日 

11. 馮 宇軒, 小島知貴, 森 敦紀, 岡野健太郎, meta-Selective Deprotonative Lithiation of Haloarenes (Oral), 第 71 回有機金属
化学討論会, 岡山大学津島キャンパス, O2-01, 2025 年 9 月 17 日- 19 日 

12. 山口 渉, プラスチック類の高効率ケミカルリサイクルを目指した高機能固体触媒の開発, 第 74 回高分子討論会, 
 関西大学千里山キャンパス, 2025 年 9 月 16- 18 日【依頼講演】 

13. 岡野健太郎, 天然物合成をきっかけに飛び込んだ有機アルカリ金属の化学, 第 58 回天然物化学談話会, 千葉県幕張
市トーセイホテル＆セミナー幕張, 2025 年 7 月 13 日- 15 日【招待講演】 

14. 山口 渉, 高機能固体触媒の設計・開発と液相有機反応への応用（口頭）, 第 25 回六甲有機合成研究会, 神戸大学 
六甲台キャンパス, 2025 年 6 月 21 日 

15. 山口 渉, 炭化金属ナノ粒子触媒を用いた高選択的液相水素化反応系の開発, 近畿化学協会第 1 回キャタリストクラ
ブ例会, 大阪大学中之島センター, 2025 年 5 月 14 日【依頼講演】 

16. 山口 渉, バイオマス由来化合物の高選択的水素化反応を促進する炭化金属ナノ粒子触媒の開発, 第 482 回触媒科学
研究所コロキウム, 北海道大学触媒科学研究所, 2025 年 5 月 7 日【依頼講演】 

17. 塩見尚史, 張 朋飛, 中塚修志, 熊谷和夫, 松山秀人, 膨潤性と細胞接着性を併せ持つマイクロファイバーによる動物
細胞の効率的かつ高密度な固定化とエクソソーム生産への応用, 第 77 回日本生物工学会大会, 広島工業大学, 2025
年 9 月 10 日- 12 日 

18. 塩見尚史, 松山秀人, 新規マイクロファイバーシート：細胞の高効率捕捉・高密度培養でエクソソームの高産生を
実現, BioJapan2025（パートナリング）, パシフィコ横浜, 2025 年 10 月 8 日- 10 日 

19. 塩見尚史, ポリアミン誘導多能性幹細胞とその応用, 日本動物実験代替法学会第 38 回シンポジウム, パシフィコ横
浜, 2025 年 11 月 1 日- 3 日【招待講演】 

20. 塩見尚史, 自発的に動物細胞を高密度に固定化できるマイクロファイバーシート, 神戸大学新技術説明会, オンラ
イン, 2025 年 10 月 30 日 

21. 塩見尚史, 張朋飛, 石原英幹, 熊谷和夫, 松山秀人, 自家細胞由来の軟骨様組織の簡便な作製法, 日本農芸化学会 2026
年度京都大会, 同志社大学今出川・室町キャンパス, 2026 年 3 月 9 日- 12 日 

22. 塩見尚史, 張 朋飛, 石原英幹, 熊谷和夫, 松山秀人, 体細胞から分化した間葉系幹細胞を用いた軟骨様組織の作製, 化
学工学会第 91 年会, 京都大学吉田キャンパス, 2026 年 3 月 17 日-19 日  

23. 小川恵司, 神吉悠介, 金光彩雪, 山本翔太, 宮原弘稀, 森田健太, 丸山達生, 銅フリークリック反応による異種材料間
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Chitin Propionate Modifier for High Permeability Water-Oil Separation, 化学工学会第 91 年会, 京都大学吉田キャンパス, 
2026 年 3 月 17 日- 19 日 

81. 髙田皓一, 岡田哲周, 平野寛, 門多丈治, 北河 享, 松山秀人, 吉岡朋久, 中川敬三, 星型分岐ポリ乳酸を用いた限外ろ過
膜の構造制御と加水分解特性, 化学工学会第 91 年会, 京都大学吉田キャンパス, 2026 年 3 月 17 日-19 日 

82. 上野一喜, 中川敬三, 森口佳奈, 北河 享, 岡本泰直, 松岡 淳, 神尾英治, 松山秀人, Duke Mikel, 吉岡朋久, 光触媒膜型反
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応器への応用を目指したカーボンナイトライド光触媒の調製とフェノール分解特性, 化学工学会第 91 年会, 京都
大学吉田キャンパス, 2026 年 3 月 17 日- 19 日 

83. 長谷律幹, 中川敬三, 熊谷和夫, 北河 享, 岡本泰直, 松岡 淳, 神尾英治, 松山秀人, 吉岡朋久, 浸透圧補助有機溶剤逆浸
透(OA-OSRO)法による非含水有機溶剤混合溶液からの各種芳香族化合物濃縮プロセス, 化学工学会第 91 年会, 京
都大学吉田キャンパス, 2026 年 3 月 17 日- 19 日 

84. 鈴木智大, 本迫 翔, Fahmi Baihaqqi, 若井 暁, 森裕太郎, Kahar Prihardi, 荻野千秋, ミトコンドリアエンジニアリングに
よる麹菌での有機酸生産への影響, 第77回日本生物工学会大会, 広島工業大学三宅の森Nexus21, 広島工業大学三宅
の森Nexus21, 1Ep05, 2025年9月10日- 12日 

85. 谷口赳夫, 岡橋伸幸, Kahar Prihardi, 服部考成, 高橋秀典, 荻野千秋, 松田史生, PESI-MSを用いた酵母培養上清中代謝
物のハイスループット分析法の構築, 第77回日本生物工学会大会, 広島工業大学三宅の森Nexus21, 1Ep13, 2025年9
月10日- 12日 

86. 寺岡ゆきの, 森裕太郎, Kahar Prihardi, 荻野千秋, 加水分解酵素NylCを用いた, 長いアルキル基を有するナイロンの
分解, 第77回日本生物工学会大会, 広島工業大学三宅の森Nexus21, 1Op05, 2025年9月10日- 12日 

87. 上田実香子, 荻野千秋, Kahar Prihardi, 森裕太郎, 大腸菌における水素依存性CO2還元酵素（HDCR）の発現検討, 第
77回日本生物工学会大会, 広島工業大学三宅の森Nexus21, 1Op06, 2025年9月10日- 12日 

88. 桂清真 , Kahar Prihardi, 森裕太郎 , 荻野千秋 , 酵素工学的アプローチによるメタノール資化酵素  methanol 
dehydrogenase 及び hexulose phosphate synthase の活性向上, 第77回日本生物工学会大会, 広島工業大学三宅の森
Nexus21, 1Op07, 2025年9月10日- 12日 

89. 松澤 翼, 石田舞, Tasia Winda, 森裕太郎, Kahar Prihardi, 荻野千秋, Spytag-Spycatcherシステムによる抗体修飾法を用
いたナノ粒子の開発, 第77回日本生物工学会大会, 広島工業大学三宅の森Nexus21, 2Ep04, 2025年9月10日- 12日 

90. 石田 舞, 松澤 翼, Tasia Winda, 森裕太郎, Kahar Prihardi, 荻野千秋, PAA-TiOxとアスコルビン酸の併用における放射
線増感効果の評価, 第77回日本生物工学会大会, 広島工業大学三宅の森Nexus21, 2Ep05, 2025年9月10日- 12日 

91. 池谷佳朗, 大西功一郎, 田中 彩, Kahar Prihardi, 荻野千秋, 森永昌二, MAXBLEND®リアクターを用いた水素酸化細
菌の培養特性解析, 第77回日本生物工学会大会, 広島工業大学三宅の森Nexus21, 2Qp10, 2025年9月10日- 12日 

92. 山田透瑚, Apriliana Pamella, Kahar Prihardi, 森裕太郎, 荻野千秋, Streptomyces thermoviolaceus の代謝モデル構築とそ
の検証, 第77回日本生物工学会大会, 広島工業大学三宅の森Nexus21, 3Pp11, 2025年9月10日- 12日 

93. 本迫 翔, 鈴木智大, 若井暁, 森裕太郎, Kahar Prihardi, 佐塚隆志, 荻野千秋, ソルガム搾汁液での麹菌培養におけるタ
ンパク質生産に対する有用プロモーターの探索, 第77回日本生物工学会大会, 広島工業大学三宅の森Nexus21, 
3Pp12, 2025年9月10日- 12日 

94. 石岡晃大, Kahar Prihardi, 森裕太郎, 荻野千秋, 油脂酵母 Lipomyces starkeyi による有機酸からの油脂生産, 第77回日
本生物工学会大会, 広島工業大学三宅の森Nexus21, 3Pp13, 2025年9月10日- 12日 

 

③ 著書 

1. N. Shiomi, P. Zhang, K. Kumagai, H. Matsuyama, The role of exosomes in meabolic syndrome and cell therapy, 
N.Shiomi (ed) "Advances in Metabolic Syndrome and Hypoglycemia", InTech Book (2026) 

 

４． 競争的資金 

① 科学研究費補助金 

1. 基盤研究（B）「脱リチウムを指向した有機アルカリ金属の活性化とハロゲン交換型骨格編集への展開」 
代表：岡野健太郎（7,200 千円） 

2. 基盤研究（B）「多元素協働触媒作用が拓く革新的プラスチック資源循環系の構築」代表：山口渉（4,000 千円） 

3. 基盤研究（B）代表：丸山達生（6,370 千円（間接経費込み）） 

4. 基盤研究（B）分担：丸山達生（500 千円（間接経費込み）） 

5. 基盤研究（B）「規則性ポリアミドネットワークチャネルの形成に基づく高選択性有機溶剤分離膜の創製」 
代表：中川敬三（4,800 千円） 

6. 基盤研究（A）「有機溶剤超ろ過（OSRO）膜の創製に基づく革新分離プロセスの基盤的構築」 
分担：中川敬三（500 千円） 

7. 挑戦的研究（萌芽）「これまでにない先駆的な有機溶剤超ろ過膜法の創製による未来型化学プロセスの実現」 
分担：中川敬三（300 千円） 

8. 基盤研究（C）「単分散ポリ乳酸による相分離構造制御とバイオマス分離膜材料への応用」 
分担：中川敬三（100 千円） 

9. 基盤研究（C）「グリーンサステナブルを目指した膜抽出技術の創成」代表：北河 享（1,200 千円） 
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② 共同型協力研究 

1. 岡野健太郎 1 件（165 千円） 

2. 丸山達生 2 件（合計 3,250 千円） 

3. 中川敬三 3 件（合計 12,538 千円）うち包括連携 2 社 

4. 荻野千秋 3 件（合計 10,000 千円） 

5. 塩見尚史 1 件（1,000 千円） 

 

③ 受託研究，研究助成等 

1. 国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）「機能性配位子の合成」 
代表：岡野健太郎（30,000 千円） 

2. 国立研究開発法人 日本医療研究開発機構（AMED）岡野健太郎（5,950 千円）（秘密保持契約のため、詳細は割愛） 

3. 国立研究開発法人 科学技術振興機構（JST）戦略的創造研究推進事業「さきがけ」 
「高機能炭化金属ナノ粒子の創製と環境調和型液相水素化反応への応用」代表：山口 渉（37,280 千円） 

4. 国立研究開発法人 日本医療研究開発機構（AMED）橋渡し 
「小胞体ストレスを介したペプチド脂質分子新規抗がん剤の開発」分担：丸山達生（1,250 千円） 

5. 国立研究開発法人 日本医療研究開発機構（AMED）橋渡し 
「皮膚がん標的能を有する自己組織性抗がんペプチド脂質の開発」代表：丸山達生（1,720 千円） 

6. 鈴木謙三記念財団「アミロイドβの線維化を阻害する D ペプチド型候補薬の開発」代表：丸山達生（5,000 千円） 

7. キャノン財団「分子集合体／受容体相互作用によるがん細胞自殺スイッチ」代表：丸山達生（5,000 千円） 

8. 池谷財団「接着剤を用いない異種材料のクリック接着」代表：丸山達生（3,000 千円） 

9. 国立研究開発法人 日本医療研究開発機構（AMED）難治性疾患実用化研究「福山型筋ジストロフィー及び類縁疾
患に対する低分子化合物 Mn007 を用いた糖鎖増強療法の実用化にむけた研究」分担：丸山達生（3,250 千円） 

10. 銅学会「簡便かつ安全性の高いプラスチックの新規無電解銅めっき法の開発」代表：丸山達生（250 千円） 

11. 国立研究開発法人 日本医療研究開発機構（AMED）創薬ブースター「劇症型溶連菌感染症克服を導く革新的
DNA 分解酵素阻害剤の開発」代表：丸山達生（4,000 千円） 

12. ノーリツぬくもり財団 「海洋上でプラスチックを自己分解させる技術の開発」代表：森田健太（1,500 千円） 

13. 神戸大学 若手研究者育成研究費 代表：森田健太（300 千円） 

14. 木下基礎科学研究基金助成事業「TEM を用いた細胞内超微細構造の特異的な可視化」 
代表：森田健太（2,000 千円） 

15. 国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）バイオものづくり革命推進事業 
「木質等の未利用資源を活用したバイオものづくりエコシステム構築事業（日揮ホールディングス株式会社から
の再委託研究）」機関代表：中川敬三（60,315 千円） 

16. 国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）ムーンショット型研究開発事業 
「産業活動由来の希薄な窒素化合物の循環技術創出―プラネタリーバウンダリー問題の解決に向けて」 
分担：中川敬三（8,000 千円） 

17. 国立研究開発法人 科学技術振興機構（JST）／共創の場形成支援プログラム（COI-NEXT）「再生可能多糖類植物
由来プラスチックによる資源循環社会共創拠点」機関代表：荻野千秋（10,000 千円） 

18. 国立研究開発法人 科学技術振興機構（JST）・独立行政法人 国際協力機構（JICA） 地球規模課題対応国際科学技
術協力プログラム（SATREPS）「フードエステート廃棄物の変換技術によるバイオ循環経済の樹立」代表：荻野
千秋（14,000 千円 + 100,000 千円（JICA 予算）） 

19. 国立研究開発法人 科学技術振興機構（JST）未来社会創造研究事業「雑種強勢の原理解明によるバイオマス技術
革新」機関代表：荻野千秋（20,000 千円） 

20. 国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）・新エネルギー技術研究開発／グリーンイノ
ベーション基金「有用微生物の開発を加速する微生物等改変プラットフォーム技術の高度化、CO2 を原料に物質
生産できる微生物等の開発・改良、CO2 を原料に物質生産できる微生物等による製造技術等の開発・実証／CO2

からの微生物による直接ポリマー生産技術開発」代表：荻野千秋（50,000 千円） 

 

④ 奨学寄附金等 

1. 岡野健太郎 1 件（500 千円） 

2. 中川敬三 1 件（250 千円） 
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５． 特記事項 

① 特許権等知的財産 

  （1） 特許（出願） 

1. 発明等の名称 ： 触媒及びその製造方法並びにそれを用いた第二級アミンの製造方法 
 出 願 者 ： 国立大学法人神戸大学 
 発 明 者 ： 山口 渉, 岡野健太郎, 川上大輝 
 出 願 日 ： 2026 年 3 月 26 日 
 出 願 番 号 ： 特願 2026-053023 

2. 発明等の名称 ： 過酸化物を基質とする反応に関与する化合物の検出用固体状組成物および過酸化物を基質とす
る反応に関与する化合物を検出するためのデバイス 

 出 願 者 ： 国立大学法人神戸大学 
 発 明 者 ： 森田健太, 稲場稀也 
 出 願 日 ： 2025 年 10 月 20 日 
 出 願 番 号 ： 特願 2025-176725 

3. 発明等の名称 ： 全血又は希釈溶液により希釈された全血希釈液から血球と血漿とを分離する微細繊維材料を用
いた全血分離方法 

 出 願 者 ： 国立大学法人神戸大学 
 発 明 者 ： 塩見尚史, 松山秀人,石原英幹, 田中利明 
 出 願 日 ： 2026 年 1 月 28 日 
 出 願 番 号 ： 特願 2026-002900 

4. 発明等の名称 ： 分離膜およびその製造方法 
 出 願 者 ： 国立大学法人神戸大学 他 
 発 明 者 ： 中川敬三, 吉岡朋久, 北河 享, 他 4 名 
 出 願 日 ： 2025 年 7 月 7 日 
 出 願 番 号 ： 特願 2025-114321 

5. 発明等の名称 ： 細胞固定化用微細繊維材料 
 出 願 者 ： 国立大学法人神戸大学 
 発 明 者 ： 塩見尚史, 松山秀人, 中塚修志 
 出 願 日 ： 2025 年 10 月 22 日 
 出 願 番 号 ： PCT/JP2025/037192（国内移行：特願 2025-518456） 

6. 発明等の名称 ： 分離膜、分離方法、リサイクルリチウムの製造方法および分離膜の製造方法 
 出 願 者 ： 国立大学法人神戸大学, 他 1 社 
 発 明 者 ： 中川敬三, DENG ERDA, 吉岡朋久, 他 2 名 
 出 願 日 ： 2026 年 1 月 27 日 
 出 願 番 号 ： 特願 2026-011464 

 

（２） 受賞 

1. 賞 名： 令和 7 年度神戸大学学長表彰（財務貢献者） 
 表 彰 団 体 名： 神戸大学 
 受 賞 者 名 岡野健太郎 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 10 月 16 日 

2. 賞 名： 化学工学会第 91 年会学生奨励賞 
 表 彰 団 体 名： 化学工学会 
 受 賞 者 名： Hanifah Arzqa Sabila 
 受 賞 対 象： Selective cell death of lung cancer cells using aspartic-based peptide amphiphiles 
 受 賞 年 月 日： 2026 年 3 月 17 日 

3. 賞 名： 神戸大学研究基盤センター若手フロンティア研究 2025 優秀賞（部門賞）機器分析・加速器部
門 

 表 彰 団 体 名： 神戸大学研究基盤センター 
 受 賞 者 名： 西條貴浩 
 受 賞 対 象： 紙上に作製した撥水表面を用いたバイオセンサーの開発 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 12 月 25 日 

4. 賞 名： 神戸大学研究基盤センター若手フロンティア研究 2025 学生が選ぶベストポスター賞 
 表 彰 団 体 名： 神戸大学研究基盤センター 
 受 賞 者 名： 福嶌俊晴 
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 受 賞 対 象： 海洋環境でプラスチックの分解を可能にするキレート添加剤の開発 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 12 月 25 日 

5. 賞 名： 化学工学会吹田大会 2025 学生優秀研究発表賞 
 表 彰 団 体 名： 化学工学会 
 受 賞 者 名： 小川恵司 
 受 賞 対 象： 銅フリークリック反応を利用した異種材料の接着法 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 11 月 11 日 

6. 賞 名： 化学工学会第 56 回秋季大会材料・界面討論会ポスター発表部門ポスター賞 
 表 彰 団 体 名： 化学工学会分離プロセス部会 
 受 賞 者 名： 稲場稀也 
 受 賞 対 象： 二酸化チタンナノ粒子表面での過酸化水素安定化を利用した紙ベースの分析デバイス 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 9 月 17 日 

7. 賞 名： 化学工学会第 56 回秋季大会材料・界面討論会ポスター発表部門ポスター賞 
 表 彰 団 体 名： 化学工学会分離プロセス部会 
 受 賞 者 名： 桐川寛太 
 受 賞 者 名： EGFP を基盤とした蛍光分子の設計とその機能に関する考察 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 9 月 17 日 

8. 賞 名： 日本膜学会第 47 年会学生賞 
 表 彰 団 体 名： 日本膜学会 
 受 賞 者 名： 大谷 昂輝 
 受 賞 対 象： 酸化グラフェンナノリボンを導入した酸化グラフェン積層膜の作製と性能評価 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 6 月 5 日 

9. 賞 名： BEST student European Membrane Society (EMS) POSTER AWARD 
 表 彰 団 体 名： 4th International Workshop on Membrane Distillation and Innovating Membrane Operations in 

Desalination and Water Reuse (MD-Cetraro2025) 
 受 賞 者 名： Yoshito Maezaka 
 受 賞 対 象： Preparation of fuluorine containing porphyrin-modified graphene oxide for organic solvent nanofiltration
 受 賞 年 月 日： 2025 年 6 月 6 日 

10. 賞 名： 応用化学クラブ修士論文優秀発表賞 
 表 彰 団 体 名： 応用化学クラブ（神戸大学工学部応用化学科同窓会） 
 受 賞 者 名： 前坂嘉人 
 受 賞 対 象： フッ素含有ポルフィリン修飾型酸化グラフェン積層膜の開発と有機溶剤ナノろ過特性 
 受 賞 年 月 日： 2026 年 3 月 25 日 

11. 賞 名： 応用化学クラブ卒業論文優秀発表賞 
 表 彰 団 体 名： 応用化学クラブ（神戸大学工学部応用化学科同窓会） 
 受 賞 者 名： 栗原智也 
 受 賞 対 象： 多孔質酸化グラフェンを利用したナノポーラス積層膜の作製と有機溶剤ナノろ過特性 
 受 賞 年 月 日： 2026 年 3 月 25 日 

12. 賞 名： 令和 7 年度神戸大学学長表彰（財務貢献者） 
 表 彰 団 体 名： 神戸大学 
 受 賞 者 名： 荻野千秋 
 受 賞 年 月 日： 2025 年 10 月 16 日 

 

② メディア等への掲載 ※本内容に関する掲載記事・画像は巻末「メディアに取り上げられた実績」に収録しています（一部を除く）。 

○ 丸山グループの iPS 細胞凍結保存の研究成果が、以下の新聞・Web メディア等にて紹介された。 

1. 2025 年 12 月 18 日 
神戸大学プレスリリース「ヒト iPS 細胞を“そのまま”冷凍保存できる新技術」 

2. 2026 年 1 月 14 日 
毎日新聞東京朝刊「iPS 細胞 凍結保存 神戸大が成功 大量生産に道筋」（共同通信社配信） 

3. 2026 年 1 月 14 日 
DOW JONES 読売新聞 Pro「iPS 細胞を培養容器ごと凍結保存 神戸大チームが新技術開発」 

4. 2026 年 1 月 26 日 
日経電子版「iPS 細胞の凍結保存に新手法 神戸大学が開発、量産化に道」 

5. 2026 年 1 月 27 日 
日本経済新聞朝刊「iPS、凍結保存に新手法 神戸大、解凍後も 70％生存 複雑な作業工程を短縮」 



61 

6. 2026 年 2 月 6 日 
読売新聞大阪朝刊「iPS 凍結保存に新手法 神戸大チーム 作成自動化期待」 

7. 2026 年 2 月 3 日 
科学技術振興機構（JST）Science Japan「Kobe University develops new cryopreservation method to preserve iPS cells 
as intact sheets, advancing personalized medicine」（The Science News 科学新聞より翻訳・転載） 

8. 他、神戸新聞、山陰中央新報デジタル等 15 紙以上に丸山 G の iPS 細胞凍結保存の研究成果が紹介 

 

○ 丸山グループのアルツハイマー病に関わるアミロイドβ繊維化阻害の研究成果が、神戸大学よりプレスリリースと
して紹介された。 

9. 2026 年 3 月 31 日 
神戸大学プレスリリース「短いペプチドの“鏡像分子認識”を解明 アルツハイマー病関連タンパク質を狙う新
しい分子設計戦略」 
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【国際共同研究推進部門】 

 

１． 構成員 

部門長   特命教授    熊谷和夫  （先端膜工学研究センター） 

            特命助教    岡本泰直  （先端膜工学研究センター） 

            特命助教    Liheng Dai（先端膜工学研究センター） 

            特命助教    Erda Deng （科学技術イノベーション研究科） 

            特命助教    Yongxuan Shi（先端膜工学研究センター） 

            特命助教    Ting He    （先端膜工学研究センター） 

 

２． 取組の概要と今年度の成果 

 国際共同研究推進部門は 2022 年度に設置された部門であり、国際共同研究、国際人材交流、国際プロジェ

クト、海外研究資金獲得、国際広報に関する活動や、海外連携協定（MOU）の相手先の拡充や関係強化の活

動をミッションとしている。2025 年度のトピックとして、① 毎年恒例の膜国際ワークショップ（iWMK）の

開催、② MOU 締結先など海外研究機関との国際共同研究の推進および学生の派遣と受入、③ MOU 締結先

拡充に向けた取り組みで新たに 2 機関と契約を締結したことなどが挙げられる。以下にその詳細を報告する。 

 

① 神戸膜国際ワークショップ 202５ （iWMK2025） の開催 

第 12 回目となる神戸膜国際ワークショップ「The International Workshop on Membrane in Kobe, 2025

（iWMK2025）」を 2025 年 11 月 13～14 日に神戸大学百年記念館六甲ホールを主会場に開催した。海外から

は 16 機関（米国・アーカンソー大学、オーストラリア・ヴィクトリア大学、シドニー工科大学、イタリア・

国立研究評議会膜技術研究所、中国・浙江大学、南京工業大学、天津工業大学、清華大学、中国科学院上海

高等研究所、香港科技大学、台湾・中原大学、国立台湾科技大学、長庚大学、韓国・慶尚国立大学校、イン

ドネシア・バンドン工科大学、マレーシア・マレーシア工科大学）の研究者と学生計 52 名が来日・参加した。

1 日目はアブドラ王立科学技術大学（サウジアラビア）の Suzana Nunes 教授による特別招待講演（Zoom 配

信）と海外 8 機関及び神戸大学の講演、及び参加各大学の学生による 25 件のポスター発表を行った。2 日目

はコンソーシアム代表者会議（於百年記念館会議室）、及び海外 9 機関と先端膜工学研究センター長の講演を

行った。各機関代表者によるコンソーシアム会議では連携活動の進捗報告や学術ネットワークの拡大及び共

同研究の推進等について協議が行われた。iWMK2025 全体の参加者数は 2 日間で延べ 165 名であった。 

 

② 海外研究者との共同研究の推進 

MOU 締結先を中心に、海外の膜研究者との共同研究を推進した。5 月にアーカンソー大学（米国）を特命

助教 2 名が訪問し、研究協議を行った。6 月にはイタリア・国立研究評議会膜技術研究所の招待で MD-cetraro 

2025 に准教授 1名と大学院生 1名が参加した際に、同研究所の Alberto Figoli教授らと研究協議を行った。8月

には教授 1名、准教授 2名、大学院生 2名がマレーシア工科大学を訪問し、今後の共同研究の可能性について

打合せを行った。同 8月はまた、助教 1名、特命助教 1名が南洋理工大学（シンガポール）を訪問し、共同研

究に関する協議を行った。12 月には特命助教 1 名が広東工業大学（中国）を訪問し、研究交流を実施した。

また、海外研究機関との学術交流の一環として、4 月にアブドラ王立科学技術大学（サウジアラビア）の
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Zhiping Lai 教授、7 月に南京工業大（中国）の Gongping Liu 教授と Zhenyu Chu 教授、8 月に東華大学（中国）

の Fang Li 教授を招聘し、特別講演会を開催した。またシアクアラ大学（インドネシア）、天津工業大学、中

国海洋大学、鄭州大学（いずれも中国）から招へい外国人研究者を受け入れ、共同研究を実施した。 

 

③ MOU 締結相手先の拡大・連携強化の取組み 

 センター間 MOU 相手先として、2025 年度は中国の華東理工大学及び東華大学と新たに契約を締結した。

これにより 2026 年 3 月末現在で MOU 相手先は米国・オーストラリア・イタリア・中国・台湾・韓国・イン

ドネシア・マレーシア・シンガポールの計 19 の膜研究機関となっている。この大規模な学術ネットワークを

活用して国際共同研究の推進、若手研究者育成の為の人的交流を継続するとともに、MOU 相手先との間の国

際連携強化に向けて、神戸大学を中心とする国際膜研究コンソーシアムハブ「International Membrane Hub」

を推進している。 

 

３． 国際共著論文数の推移 

 国際共同研究の成果の指標である国際共著論文数の推移を図 12 に示す。図 12 には学術論文データベース

Web of Science（WoS）に登録された先端膜工学研究センター教員の論文総数と、そのうち国際共著論文の数

を示した。2025年度の WoS論文総数は 125報で、うち国際共著論文数は 58報であった。国際共著論文の割合

は 46%で、前年度より少し減少したが、それでも発表論文の約半数が国際共著論文という高い水準を維持し

ている。  

 

 

図 12 先端膜工学研究センター教員の発表論文総数（WoS）とそのうち国際共著論文数の推移 
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【膜技術社会実装部門】 

 

１． 構成員 

    部門長   特命教授     北河 享 （科学技術イノベーション研究科） 

       客員教授     中塚修志 （先端膜工学研究センター） 

       特命准教授   Yuqing LIN （先端膜工学研究センター） 

       特命助教     Erda DENG （科学技術イノベーション研究科） 

                                 Zhan LI, Pengfei ZHANG, Yanyan LIU, Xiao XU, Yongxuan SHI 

（先端膜工学研究センター） 

 

２． 研究の概要と今年度の研究成果 

 膜技術社会実装部門では、基礎研究のみならずその研究成果を産業へ応用することが非常に重要であるた

め、一般社団法人先端膜工学研究推進機構と密に連携を取りながら、産業界のニーズを教育・研究に反映さ

せるとともに、センターで得られた成果の早期社会実装に努めている。具体的には、➀ 開発技術の社会実装

に向けて啓蒙活動、➁センターで得られた成果の社会実装の実現に向けた検討、➂ 企業に対しての製品の社

会実装に向けての支援（技術相談、共同研究、委託研究の斡旋）を軸として推進している。以下に今年度の

実績を示す。 

 

① 開発技術の社会実装に向けて啓蒙活動 

■ Membrane Business & Technology Academy（MBTA）の実施 

（１） 企画趣旨 

 開発した膜技術の社会実装を加速させるためには、市場の未来動向の考察やビジネスモデルの構築が不可欠であ

る。また、新規膜開発の性能・効率向上に向けては、課題原因の検証、対策の講じるプロセス、および結果判定の

サイクルを継続的に回していく必要がある。 

本プログラムでは、ビジネスと技術の両側面から開発膜の社会実装を想定し、ビジネスの思考法と膜技術の発展方

向性について議論を深める場として本講座を企画・運営している。具体的には、メガトレンドを意識したテーマ選

定を行い、産学官の枠組みを超えた活発な議論を展開している。 

 

（２） 2025 年度実施講座の実績 

・第 12 回講座（テーマ：環境保護と企業活動） 

 日時：2025 年 5 月 23 日（金）14:00～17:00 

 参加者： 42 名（対面 17 名、オンライン 25 名） 

講演内容： 

「ゼロからイチを生み出すイノベーションの秘訣～３つ

の組織でオープンイノベーションに取り組んだ経験者が語

る～」 

ヤマトホールディングス株式会社イノベーション推進機能 皆地恵実 

「スポーツ用品のサステナビリティ」株式会社アシックススポーツ工学研究所材料研究部 立石純一郎 

 モデレーター：科学技術イノベーション研究科 教授 蔭山広明 

第 12 回 MBTA 講演中の様子 
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・第 13 回講座（テーマ：CO2分離膜と環境経済） 

 日時：2025 年 9 月 2 日（火）14:00～17:00 

 参加者： 59 名（オンライン開催） 

講演内容： 

「CO2選択透過膜（促進輸送膜）の CO2分離・回収プロセスへの応用」 

株式会社ルネッサンス・エナジー・リサーチ代表取締役社長 岡田 治 

「日本の循環経済政策の現状と課題」 

神奈川大学経済学部経済学科 教授 山本雅資 

 モデレーター：科学技術イノベーション研究科 准教授 福家信洋 

 

・第 14 回講座（テーマ: エネルギー創成と膜） 

 日時：2025 年 11 月 5 日（水）14:00～17:00 

 参加者： 36 名（オンライン開催） 

 講演内容： 

「社会実装の為のグリーン水素の必要要件についての考察 製造コスト/誘導品

/ロードマップ」三菱ケミカル株式会社エグゼクティブフェロー 瀬戸山亨 

「クリーンエネルギー創生の社会科学的視点」広島大学国際室理事・副学長 

金子慎治 

モデレーター：科学技術イノベーション研究科 教授 蔭山広明 

 

・第 15 回講座（テーマ： 膜と IT） 

 MBTA の年度末開催回では、本学大学院科学技術イノベーショ

ン研究科博士課程修了生を講師として招き、講師自身の実務経験

を交えながら、大学院での学びが現在の業務や研究活動にどのよ

うに生かされているかを、在学生や企業会員に紹介している。 

 日時：2026 年 2 月 3 日（火）14:00～17:00 

 参加者： 58 名（対面 22 名、オンライン 36 名） 

講演内容： 

「膜製品を保有しない化学メーカーが取り組む膜分野でのイノベーション」 

株式会社日本触媒新規事業推進本部 水・環境事業推進部 三好泰之（先端膜工学分野 2024 年 9 月修了） 

「大学発スタートアップの取り組む半導体・ハードウェアセキュリティ」 

株式会社セカフィー 代表取締役 門田和樹（先端 IT 分野 2024 年 3 月修了） 

モデレーター：科学技術イノベーション研究科 准教授 福家信洋 

 

■ 第 6 回 特定テーマフォーラムの実施 

 膜機構にて、「脱石油化学産業を加速する膜分離技術」をテーマとして、産学から 4 名の講師を招き、講演およ

び討論を実施した。 

 本フォーラムでは、総合マーケティングリサーチ会社よりカーボンニュートラル基礎化学品関連市場の最新動向

について紹介され、化学業界におけるケミカルリサイクル・バイオマス・CO2 由来品の将来的展望について知見を

共有するとともに、サーキュラーエコノミーおよびカーボンニュートラルの実現を目指し、従来の石油資源に依存

しない新たなものづくりにおける膜分離技術の可能性について議論を行った。 

 日時：2026 年 1 月 23 日（金）13:30～17:20 

 テーマ：脱石油化学産業を加速する膜分離技術 

 参加者：46 名（学内 15 名、学外 31 名） 

オンラインにて討論中の様子 

オンラインにて討論中の様子 

総合討論中の様子 
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 講演内容： 

「促進輸送膜による CO2分離とバイオマスプラスチック創製」京都工芸繊維大学繊維学系 教授 谷口育雄 

「バイオ由来化合物の生産性向上を目指した膜分離技術の開発」神戸大学大学院科学技術イノベーション研究科 准

教授 中川敬三 

「タイ国非可食バイオマス資源と分離膜を用いた非可食糖製造プロセス」東レ株式会社先端融合研究所 研究主幹 

栗原宏征 

「カーボンニュートラル用材料としてのゼオライト」三菱ケミカル株式会社 フェロー 武脇隆彦 

モデレーター・司会：先端膜工学研究センター客員教授 中塚修志 

➁ センターで得られた成果の社会実装の実現に向けた検討 

■ バイオモノづくりに関する膜抽出・精製・濃縮技術の開発 

 国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）が推進する「バイオものづくり革命推進事業」

において、日揮ホールディングス株式会社の再委託機関として参画している。本取り組みでは、生産プロセスの効

率化および省エネルギー化を可能にする膜を用いた分離精製技術の開発を進めており、2026 年 3 月にはステージゲ

ートを通過した。 

■ 革新省エネ分離技術による廃水からの希少資源循環 

 東北大学と共同で、独立行政法人環境再生保全機構（ERCA）の環境研究総合推進費に採択され、金属含有廃水

からの膜を用いた資源回収技術の開発に取り組んでいる。これまでに、金属を高効率で回収する共有結合性有機構

造体（COF）膜の創製、および超耐酸性を有する正浸透（FO）膜の開発に成功している。 

 

③ 社会実装に向けての支援 （技術相談、共同研究、委託研究の斡旋） 

 膜機構会員企業約 80 社を対象に、技術相談や共同研究および委託研究の斡旋を実施している。 

今年度は、会員企業 2 社との共同研究を成立させたほか、1 社に対して技術指導および技術相談を実施した。また、

保有技術や製品のさらなる社会実装・市場展開を志向する会員企業の要望に対応し、春季講演会での登壇（1 社）

や、MBTA を通じた交流（1 社）の斡旋を行い、企業の市場展開および社会実装に向けた多角的な支援を展開して

いる。 

  

（左）（中）講演中の会場の様子、（右）総合討論中、講師の様子
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  メディアに取り上げられた実績 

1. 2025 年 12 月 18 日 

 神戸大学プレスリリース「ヒト iPS 細胞を“そのまま”冷凍保存できる新技術」 

2. 2026 年 1 月 14 日 

 毎日新聞東京朝刊「iPS 細胞 凍結保存 神戸大が成功 大量生産に道筋」（共同通信社配信） 

3. 2026 年 1 月 14 日 

 DOW JONES 読売新聞 Pro「iPS 細胞を培養容器ごと凍結保存 神戸大チームが新技術開発」 

 ※ 著作権上の都合により掲載を省略 

4. 2026 年 1 月 26 日 

 日経電子版「iPS 細胞の凍結保存に新手法 神戸大学が開発、量産化に道」 

5. 2026 年 1 月 27 日 

 日本経済新聞朝刊「iPS、凍結保存に新手法 神戸大、解凍後も 70％生存 複雑な作業工程を短縮」 

6. 2026 年 2 月 6 日 

 読売新聞大阪朝刊「iPS 凍結保存に新手法 神戸大チーム 作成自動化期待」 

7. 2026 年 2 月 3 日 

 科学技術振興機構（JST）Science Japan「Kobe University develops new cryopreservation method to preserve 
iPS cells as intact sheets, advancing personalized medicine」（The Science News 科学新聞より翻訳・転載） 

 ※ 著作権上の都合により掲載を省略 

8. 他、神戸新聞、山陰中央新報デジタル等 15 紙以上に膜合成バイオプロセス研究部門 丸山グループの
iPS 細胞凍結保存の研究成果が紹介 

 ※ 著作権上の都合により掲載を省略 

9. 2026 年 3 月 31 日 

 神戸大学プレスリリース「短いペプチドの“鏡像分子認識”を解明 アルツハイマー病関連タンパク
質を狙う新しい分子設計戦略」 

 

 ※Web 掲載版では、URL のある記事にリンクを設定しています。 
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  ■ 新聞掲載記事 ※各新聞社・配信会社より許可を得て掲載 

 2.  2026 年 1 月 14 日 毎日新聞東京朝刊 
「iPS 細胞 凍結保存 神戸大が成功 大量生産に道筋」

（共同通信社配信） 
【膜合成バイオプロセス究部門 丸山達生･森田健太】

5. 2026 年 1 月 27 日 日本経済新聞朝刊 
「iPS、凍結保存に新手法 神戸大、解凍後も 70％生存 複雑な作業工

程を短縮」 
【膜合成バイオプロセス究部門 丸山達生･森田健太】 

6. 2026 年 2 月 6 日 読売新聞大阪朝刊「iPS 凍結保存に新手法 神戸大チーム 作成自動化期待」 
【膜合成バイオプロセス究部門 丸山達生･森田健太】
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 ■ 神戸大学「プレスリリース」掲載記事 ※神戸大学より許可を得て掲載 

9. 2026 年 3 月 31 日 神戸大学プレスリリース 
【膜合成バイオプロセス研究部門 丸山達生･森田健太】

1. 2025 年 12 月 18 日 神戸大学プレスリリース 
【膜合成バイオプロセス研究部門 丸山達生･森田健太】
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＜付属資料 １＞ 

神⼾⼤学先端膜⼯学研究センター規則 

(平成 31 年 3 ⽉ 29 ⽇制定) 
改正 
令和 4 年 2 ⽉ 22 ⽇ 
令和 5 年 3 ⽉ 31 ⽇ 
令和 7 年 3 ⽉ 31 ⽇ 

 
(趣旨) 

第 1 条 この規則は，国⽴⼤学法⼈神⼾⼤学学則(平成 16 年 4 ⽉ 1 ⽇制定)第 8 条の 4 第 3 項の規定に基づき，神⼾⼤学

先端膜⼯学研究センター(以下「センター」という。)の組織及び運営について定めるものとする。 

(⽬的) 

第 2 条 センターは，環境・エネルギー問題に対処する世界先導型の研究拠点の確⽴を⽬指し，膜⼯学・膜科学分野にお

ける基盤学理の構築及び研究の強化・深化，さらにはこれに資する⼈材を育成することにより，社会実装を⾒据えた分野

融合型研究を推進することを⽬的とする。 

(部⾨) 

第 3 条 センターに次の部⾨を置く。 

(1) ⽔処理膜研究部⾨ 

(2) ガス分離・ガスバリア膜研究部⾨ 

(3) 機能性薄膜研究部⾨ 

(4) 膜合成バイオプロセス研究部⾨ 

(5) 国際共同研究推進部⾨ 

(6) 膜技術社会実装部⾨ 

2 各部⾨に関し必要な事項は，センター⻑が別に定める。 

(職員) 

第 4 条 センターに次の職員を置く。 

(1) センター⻑ 

(2) 副センター⻑ 

(3) 部⾨⻑ 

(4) 教授，准教授，講師，助教及び助⼿ 

(5) その他の職員 

(センター⻑) 

第 5 条 センター⻑の選考は，神⼾⼤学における組織の⻑の選考に関する規則(令和 5 年 3 ⽉ 28 ⽇制定)に基づくものと

する。 

2 センター⻑は，センターの業務を掌理する。 

(副センター⻑) 

第 6 条 副センター⻑は，センターに配置された神⼾⼤学(以下「本学」という。)の専任の教員をもって充てる。 

2 副センター⻑は，センター⻑の職務を補佐する。 

3 副センター⻑の任期は，2 年とし，再任を妨げない。ただし，副センター⻑が⽋けた場合における後任の副センター
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⻑の任期は，前任者の残任期間とする。 

(部⾨⻑) 

第 7 条 部⾨⻑は，センターに配置された本学の専任の教員をもって充てる。 

2 部⾨⻑は，部⾨の業務を掌理する。 

3 部⾨⻑の任期は，2 年とし，再任を妨げない。ただし，部⾨⻑が⽋けた場合における後任の部⾨⻑の任期は，前任者

の残任期間とする。 

(教授会) 

第 8 条 センターの業務及び運営に関する事項については，教授会として置かれる神⼾⼤学先端膜⼯学研究センター運営

委員会(以下「運営委員会」という。)において審議する。 

(副センター⻑等の選考) 

第 9 条 副センター⻑及び部⾨⻑の選考は，運営委員会の議を経て，学⻑が⾏う。 

(事務) 

第 10 条 センターの事務は，⼯・システム事務部において⾏う。 

(雑則) 

第 11 条 この規則に定めるもののほか，センターの運営に関し必要な事項は，運営委員会の議を経て，センター⻑が定

める。 

附 則 

1 この規則は，平成 31 年 4 ⽉ 1 ⽇から施⾏する。 

2 この規則施⾏後最初に兼務されるセンター⻑の選考については，第 9 条の規定にかかわらず，役員会の議を経て，学

⻑が⾏うものとする。 

附 則(令和 4 年 2 ⽉ 22 ⽇) 

この規則は，令和 4 年 4 ⽉ 1 ⽇から施⾏する。 

附 則(令和 5 年 3 ⽉ 31 ⽇) 

この規則は，令和 5 年 4 ⽉ 1 ⽇から施⾏する。 

附 則(令和 7 年 3 ⽉ 31 ⽇) 

この規則は，令和 7 年 4 ⽉ 1 ⽇から施⾏する。 
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神⼾⼤学先端膜⼯学研究センター運営委員会規程 

(平成 31 年 3 ⽉ 29 ⽇制定) 
改正 
令和 7 年 3 ⽉ 31 ⽇ 

 
(趣旨) 

第 1 条 この規程は，神⼾⼤学教授会規則(平成 27 年 1 ⽉ 27 ⽇制定)第 6 条及び第 12 条の規定に基づき，神⼾⼤学先端

膜⼯学研究センター運営委員会(以下「委員会」という。)の組織及び運営について必要な事項を定めるものとする。 

(審議事項) 

第 2 条 委員会は，神⼾⼤学先端膜⼯学研究センター（以下「センター」という。）に係る次の各号に掲げる事項につい

て審議し，学⻑がこれらの事項について決定を⾏うに当たり意⾒を述べるものとする。 

(1) 管理運営の基本⽅針に関する事項 

(2) センター⻑，副センター⻑及び部⾨⻑の候補者の選考に関する事項 

(3) 組織の改廃に関する事項 

(4) 規則等（学⻑が定めるものに限る。）の制定⼜は改廃に関する事項 

2 委員会は，前項に規定するもののほか，学⻑及びセンター⻑がつかさどる次の各号に掲げる教育研究に関する事項に

ついて審議し，並びに学⻑及びセンター⻑の求めに応じ，意⾒を述べることができるものとする。 

(1) 年次計画に関する事項 

(2) 規則等（前項第 4 号に定めるものを除く。）の制定⼜は改廃に関する事項 

(3) 予算及び決算に関する事項 

(4) 前各号に掲げるもののほか，学⻑及びセンター⻑がつかさどる教育研究に関する事項 

(5) その他学⻑及びセンター⻑が意⾒を求める事項 

(組織) 

第 3 条 委員会は，次に掲げる委員をもって組織する。 

(1) センター⻑ 

(2) 副センター⻑ 

(3) 部⾨⻑ 

(4) センターに主に配置された神⼾⼤学の教授 

(5) 理学研究科，⼯学研究科，農学研究科，海事科学研究科及び科学技術イノベーション研究科から選出された教授2⼈ 

(6) その他委員会が必要と認めた者 

2 前項第 5 号及び第 6 号に掲げる委員の任期は，2 年とし，再任を妨げない。ただし，⽋員が⽣じた場合の後任者の任

期は，前任者の残任期間とする。 

3 第 1 項第 5 号及び第 6 号に掲げる委員は，学⻑が任命する。 

(議⻑) 

第 4 条 委員会に委員⻑を置き，センター⻑をもって充てる。 

2 委員⻑は，委員会を招集し，その議⻑となる。 

3 委員⻑に事故があるときは，あらかじめ委員⻑の指名する委員がその職務を代⾏する。 

(議事) 

第 5 条 委員会は，委員の 3 分の 2 以上が出席しなければ，議事を開き，議決をすることができない。 
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2 議事は，出席した委員の過半数の賛成をもって決し，可否同数の時は，議⻑の決するところによる。ただし，第 2 条

第 1 項第 2 号の審議事項については，出席した委員の 3 分の 2 以上の賛成がなければならない。 

(専⾨委員会) 

第 6 条 委員会に，専⾨的事項を調査審議するため，専⾨委員会を置くことができる。 

2 専⾨委員会に関する事項は，委員会が別に定める。 

(議事概要の公表) 

第 7 条 委員⻑は，委員会の議事概要を作成し，原則として 2 ⽉以内に委員会の承認を得て，速やかにインターネットの

利⽤により公表するものとする。 

(事務) 

第 8 条 委員会の事務は，⼯・システム事務部において⾏う。 

(雑則) 

第 9 条 この規程に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，委員会が定める。 

附 則 

この規程は，平成 31 年 4 ⽉ 1 ⽇から施⾏する。 

附 則(令和 7 年 3 ⽉ 31 ⽇) 

この規程は，令和 7 年 4 ⽉ 1 ⽇から施⾏する。 
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＜付属資料 2＞ 

先端膜工学研究センター運営委員会議事概要 

 

● 第 72 回先端膜工学研究センター運営委員会議事概要 

（⽇時）令和 7 年 5 ⽉ 15 ⽇（⽊） 午後 5 時 00 分〜午後 5 時 55 分 
（場所）⼯学研究科中会議室（2W‐207） 
（議題） 
Ⅰ.審議事項 

1. 令和 7（2025）年度先端膜⼯学研究センター当初予算配分額について 
2. ⾹港科技⼤学との学術交流協定締結について 
3. 先端膜⼯学研究センター（機能性薄膜研究部⾨）への教員の配置要望について 
4. 招へい外国⼈研究者の受⼊れについて 
5. 先端膜⼯学研究センターの体制について 

 
Ⅱ.報告事項 

1. 第 4 期中期⽬標・中期計画における評価指標(KPI)の令和 6 年度実績報告と令和 7 年度⽬標値について 
2. 令和 6(2024)年度先端膜⼯学研究センター決算報告について 
3. 令和 6(2024)年度先端膜⼯学研究センター運営助成⾦収⽀報告書について 
4. ミッション実現経費について 
5. 年次成果報告書について 
6. 120 年史部局史について 
7. 外部資⾦等の受⼊れについて 

 

● 第 73 回先端膜工学研究センター運営委員会（メール会議）議事概要 

 審議期間 令和 7 年 6 ⽉ 5 ⽇（⽊）〜令和 7 年 6 ⽉ 11 ⽇（⽔） 
（審議内容） 

1. ⾮常勤講師の採⽤（膜技術社会実装部⾨）及び客員教授の称号付与について 
2. 浙江⼤学 膜⼯学と⽔処理研究センターとの学術交流協定締結について 
 

● 第 74 回先端膜工学研究センター運営委員会（メール会議）議事概要 

 審議期間 令和 7 年 6 ⽉ 24 ⽇（⽕）〜令和 7 年 6 ⽉ 30 ⽇（⽉） 
（審議内容） 

1. 先端膜⼯学研究センター(国際共同研究推進部⾨)への教員の配置要望について 
2. 招へい外国⼈研究者の受⼊について 

 

● 第 75 回先端膜工学研究センター運営委員会（メール会議）議事概要 

 審議期間 令和 7 年 8 ⽉ 19 ⽇（⽕）〜令和 7 年 8 ⽉ 25 ⽇（⽉） 
（審議内容） 

1. 特命助教（国際共同研究推進部⾨）の採⽤について 
2. 外部資⾦からの PI 等⼈件費⽀出について 
3. 華東理⼯⼤学との学術交流協定締結について 
4. 招へい外国⼈研究者の受⼊について 

 
● 第 76 回先端膜工学研究センター運営委員会（メール会議）議事概要 

 審議期間 令和 7 年 10 ⽉ 3 ⽇（⾦）〜令和 7 年 10 ⽉ 9 ⽇（⽊） 
（審議内容） 

1. 華東理⼯⼤学との学術交流協定締結について 
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2. 清華⼤学・膜⼯学センターとの学術交流協定締結について 
 
● 第 77 回先端膜工学研究センター運営委員会（メール会議）議事概要 

 審議期間 令和 7 年 11 ⽉ 17 ⽇（⽉）〜令和 7 年 11 ⽉ 25 ⽇（⽕） 
（審議内容） 

1. センター⻑候補者の選考について 
2. 副センター⻑候補者の選考について 
3. 特命助教（膜合成バイオプロセス研究部⾨）の任期更新について 

 
● 第 78 回先端膜工学研究センター運営委員会（メール会議）議事概要 

 審議期間 令和 7 年 12 ⽉ 17 ⽇（⽔）〜令和 7 年 12 ⽉ 23 ⽇（⽕） 
（審議内容） 

1. 特命教授（⽔処理膜研究部⾨）の採⽤について 
2. 特命准教授（⽔処理膜研究部⾨）の採⽤について 
3. 令和 8 年 4 ⽉ 1 ⽇からの体制について 
4. ⾮常勤講師（客員教授・膜技術社会実装部⾨）の任期更新について 
5. 神⼾⼤学先端膜⼯学研究センター部⾨⻑会議内規について 
6. 東華⼤学環境学院との学術交流協定締結について 

 
● 第 79 回先端膜工学研究センター運営委員会（メール会議）議事概要 
 審議期間 令和 8 年 1 ⽉ 16 ⽇（⾦）〜令和 8 年 1 ⽉ 22 ⽇（⽊） 
（審議内容） 

1. 先端膜⼯学研究センター(膜合成バイオプロセス研究部⾨)への教員の配置要望について 
2. 特命助教（⽔処理膜研究部⾨）の雇⽤財源変更に伴う再採⽤について 
3. 特命助教（膜技術社会実装部⾨）の採⽤について 

 
● 第 80 回先端膜工学研究センター運営委員会（メール会議）議事概要 

 審議期間 令和 8 年 3 ⽉ 10 ⽇（⽕）〜令和 8 年 3 ⽉ 12 ⽇（⽊） 
（審議内容） 

1. 特命助教（膜合成バイオプロセス研究部⾨）の任期満了退職について 
2. 先端膜⼯学研究センター(ガス分離・ガスバリア膜研究部⾨)への教員の主配置変更要望について 

 
 

第 7 回先端膜工学研究センター部門長会議議事概要 

 
（⽇ 時） 令和 7 年 12 ⽉ 15 ⽇（⽉）午後 5 時 00 分〜午後 5 時 22 分 
（場 所） ⼯学研究科中会議室（2W‐207） 
（議題） 

１. 神⼾⼤学先端膜⼯学研究センター部⾨⻑会議内規（案）について 
２. 中期計画の KPI の達成状況（9 ⽉末時点）について 
３. 学内共同利⽤施設等に係る評価結果（令和 6 年度）について 
４. インセンティブ等予算の配分について 
５. 予算配分について 
６. 先端膜運営助成⾦の収⽀状況について 
7. 外部資⾦の受⼊れについて 
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